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月号

台風 12 号の驚異的な豪雨の影響により、
熊野川が氾濫し国道 42 号が浸水。成川地
区では、一部堤防が隠れるほど水位が上昇
し、国道と川とが区別できなくなる。

（写真提供：紀南河川国道事務所　９月４日　６時６分撮影）

台風12号の教訓を活
い

かすため

後世へとつなぐ記録
2011. ８.30～9.5

特集



後世に伝えなければならない記録
８月 30 日から９月５日にかけて紀伊半島を襲い、猛烈な雨を降らせた台風 12 号。その雨量は、私たち
の想像をはるかに超えるものとなり、多くの市町村に甚大な被害をもたらしました。今回学んだ教訓を、
風化させず最大限に活

い

かすためにも、この事実とデータを後世に伝えていかなければなりません。
写真提供：新宮市
９月４日　７時 19 分撮影
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り
と
し
た
速
度
で
北
上
を
続

け
、
30
日
に
小
笠
原
諸
島
付
近

で
進
路
を
一
旦
西
に
変
え
た

後
、
９
月
２
日
に
は
暴
風
域
を

伴
っ
た
ま
ま
北
上
し
て
四
国
地

方
に
接
近
し
、
３
日
10
時
前
に

高
知
県
東
部
に
上
陸
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
台
風
は
ゆ
っ
く

り
と
北
上
し
て
四
国
地
方
、
中

国
地
方
を
縦
断
し
、
４
日
未
明

に
日
本
海
に
進
み
、
５
日
15
時

に
日
本
海
中
部
で
温
帯
低
気
圧

と
な
り
ま
し
た
。　

台風 12 号の驚異的な雨量
総降水量や時間雨量、水位など記録ずくめの大雨となる

後世へとつなぐ記録01
８月３１日（水）
17：15 紀宝町に波浪警報が発令

９月２日（金）
12：50 大雨・暴風警報が紀宝町に発令。災害対策本部設置

14：19 紀宝町に洪水警報が発令

15：00 県道紀宝川瀬線（高岡～大里間）が冠水により通
行止め

15：41 高岡第１陸閘（りっこう）が全閉。全閉に伴い町道相
野口永田線の一部を通行止め

17：00 高岡地区向清水団地に避難勧告を発令

21：10 大里陸閘を全閉

22：50 大里地区と浅里地区に土砂災害注意情報が発令

23：35 高岡第２陸閘を全閉

９月３日（土）
０：42 弁慶橋陸閘（鮒田）を全閉

１：00 大里（深田）地区に避難勧告

２：40 大里（津本）地区、鮒田、成川（下地、中村、上地）
地区、鵜殿（２・３組）地区に避難勧告を発令

３：25 消防団全分団を招集

５：00
高岡（向清水団地・清水畑）、大里（津本）、鮒田
全域に避難指示を発令

５：45
高岡全域と大里（永田・津本・大里西・大里東）
に避難指示を発令

６：30
県道鵜殿熊野線の一部（岡下商店～倉本橋）が通
行止め

８：45
避難勧告が発令されていた成川（上地・中村・下地）、
鵜殿（２組・３組）の地域に避難指示を発令

16：36
紀宝町に発令されていた暴風警報が解除され、強
風注意報が発表。大雨・洪水・波浪警報について
は引き続き発令中

16：50
高岡地区、相野谷川の水位が 9.42 ｍとなり輪中
堤の天端高である 9.4 ｍに到達

17：00 紀宝町に土砂災害警戒情報が発令

17：10
鮒田、高岡、大里地区に水位情報と避難指示につい
て防災無線にて再周知。高岡水位：9.4 ｍ超え（輪
中堤に水が入ってきている箇所がある）

18：39 鵜殿地区全域に避難指示を発令

19：45 国道 42 号線（矢渕中学校前～新宮市速玉大社前
交差点）が通行止め

９月４日（日）
３：00 成川（飯盛一部）、神内（一部）に避難指示を発令

４：00 自衛隊に災害派遣要請

10：15 自衛隊４中隊役場到着・活動開始

12：32 紀宝町に発令されていた波浪警報が解除

14：50 町内の水道が断水

16：00 災害救助法適用

22：00 国道 42 号線（矢渕中学校前～新宮市速玉大社前
交差点）　の通行止めが解除

23：30 町、自衛隊、警察、消防で今後の対応について４者会議

９月５日（月）

５：32 紀宝町に発令されていた洪水警報が解除。引き続き、
紀宝町に大雨警報、洪水注意報、雷注意報が発令中

９：19 紀宝町に発令されていた大雨警報が解除され、大
雨注意報が発令

17：00 避難指示から避難勧告へ（高岡・鮒田・大里）避
難指示解除（成川・神内一部・鵜殿）

９月７日（水）
14：30 避難勧告解除（高岡・鮒田・大里）

台風 12 号対応の経過（概要）

台
風
12
号
の
概
要

　

８
月
25
日
９
時
に
マ
リ
ア
ナ

諸
島
の
西
の
海
上
で
発
生
し
た

台
風
12
号
は
、
発
達
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
さ
で
北
上

し
、
28
日
に
は
強
風
半
径
が
５

０
０
㎞
を
超
え
る
大
型
の
台
風

と
な
り
、
８
月
30
日
に
は
中
心

気
圧
が
９
６
５
hPa
、
最
大
風
速

が
35
ｍ
／
ｓ
と
い
う
大
型
で
強

い
台
風
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
は
、
そ
の
後
も
ゆ
っ
く

10
月
に
北
海
道
に
移
住
、
新
十

津
川
村
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

紀
州
大
水
害
（
南
紀
豪
雨
）

　

昭
和
28
年
７
月
。
和
歌
山

県
中
部
を
中
心
と
し
て
山
崩

れ
や
崖
崩
れ
、
洪
水
が
多
数

発
生
し
、
全
国
的
に
も
死
者
・

行
方
不
明
者
を
数
多
く
出
し

た
大
水
害
。

伊
勢
湾
台
風

　

昭
和
34
年
９
月
。
紀
伊
半
島

に
上
陸
し
、
す
さ
ま
じ
い
豪
雨

と
洪
水
を
も
た
ら
し
、
死
者
・

行
方
不
明
者
約
５
千
人
、
住
家

浸
水
約
３
万
６
千
棟
と
い
う
被

害
を
も
た
ら
し
た
大
水
害
。

紀
伊
半
島
を
襲
っ
た

過
去
の
水
害

　

紀
伊
半
島
は
、
過
去
何
度
も

大
き
な
台
風
に
襲
わ
れ
、
そ

の
度
に
甚
大
な
被
害
に
あ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
過
去
の
水

害
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

十
津
川
大
水
害

　

明
治
22
年
８
月
。
熊
野
川
流

域
で
起
き
た
大
規
模
水
害
で
、

特
に
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
郷

（
現
十
津
川
村
）
に
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
あ
ま
り

の
被
害
の
大
き
さ
に
よ
り
、
被

災
者
約
２
，
５
０
０
人
が
同
年

平
成
２
年 

台
風
19
号

　

平
成
２
年
９
月
。
和
歌
山
県

白
浜
町
に
上
陸
し
た
大
型
台

風
。
中
心
気
圧
９
４
５
hPa
、
最

大
風
速
45
ｍ
／
ｓ
と
い
う
非
常

に
強
い
勢
力
を
保
ち
上
陸
し
た
。

記
録
的
な
雨
量

　

８
月
30
日
17
時
か
ら
の
総
降

水
量
は
、
紀
伊
半
島
を
中
心
に

広
い
範
囲
で
１
０
０
０
㎜
を
超

え
、
奈
良
県
上
北
山
村
上
北
山

で
総
降
水
量
は
１
８
１
１
・
５

㎜
と
な
る
な
ど
、
総
降
水
量
が

年
間
降
水
量
平
年
値
の
６
割
に

達
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
紀
伊

半
島
の
一
部
の
地
域
で
は
解
析

雨
量
で
２
０
０
０
㎜
を
超
え
る

な
ど
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
奈
良
県
上
北
山
村
上

北
山
で
は
最
大
72
時
間
降
水
量

が
１
６
５
２
・
５
㎜
と
、
昭
和

51
年
か
ら
の
統
計
開
始
以
来
の

国
内
の
観
測
記
録
で
あ
る
１

３
２
２
㎜
（
宮
崎
県
美
郷
町

神み
か
ど門
）
を
上
回
っ
た
の
を
始

め
、
北
海
道
か
ら
四
国
地
方
に

か
け
て
の
多
く
の
地
点
で
観
測

史
上
１
位
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
宮
市
新
宮
で
は
、

９
月
４
日
３
時
57
分
ま
で
の
１

時
間
に
１
３
２
・
５
㎜
と
な
る

観
測
史
上
最
多
の
雨
を
記
録
し

て
い
ま
す
。

　

紀
宝
町
内
で
は
、
１
時
間
降

水
量
（
最
大
値
）
が
、川
原
（
鵜

殿
）
で
１
１
４
㎜
（
４
日
４
時

ま
で
）、
役
場
本
庁
舎
で
１
０

９
㎜
（
４
日
４
時
ま
で
）、
桐

原
で
92
㎜
（
４
日
３
時
ま
で
）、

平
尾
井
で
69
㎜
（
４
日
３
時

ま
で
）
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

（
注
：
桐
原
・
平
尾
井
・
相
野
谷
・

川
原
の
各
観
測
所
で
は
、
停
電

や
水
没
な
ど
に
よ
り
途
中
か
ら

測
定
不
能
に
な
り
ま
し
た
。）

　

熊
野
川
の
水
位
は
、
国
土
交

通
省
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
に

よ
る
と
、
和
歌
山
県
新
宮
市
相

賀
の
水
位
観
測
所
で
９
月
４
日

２
時
50
分
に
18
・
77
ｍ
を
観

測
。
１
９
５
９
年
９
月
の
伊
勢

湾
台
風
来
襲
時
の
16
・
４
ｍ
を

大
幅
に
上
回
る
過
去
最
高
を
記

録
し
ま
し
た
。
以
降
は
観
測
不

能
と
な
り
、
水
位
は
さ
ら
に
上

昇
し
た
可
能
性
が
高
い
と
の
こ

と
で
す
。

主な期間降水量
（８月 30 日午後５時から９月６日までの各測定所の総降水量）

奈良県上北山 1811.5㎜
三重県宮川 1630.0㎜
和歌山県色川 1186.0㎜

主な１時間降水量
（８月 30 日から９月６日までの各観測所の最大値）

和歌山県新宮 132.5㎜ ９月４日 ３時 57 分まで

三重県熊野新鹿 101.5㎜ ９月４日 ５時 02 分まで

三重県御浜 92.5㎜ ９月４日 ３時 20 分まで

台 風 経 路 図

９月３日 18 時頃
岡山県南部に再上陸

９月３日 10 時
高知県東部に上陸

８月 25 日９時
台風第 12 号発生

９月５日 15 時
温帯低気圧へ

24 日９時
1004hPa

25 日９時
998hPa

27 日９時
980hPa26 日９時

985hPa

28 日９時
980hPa

29 日９時
975hPa

30 日９時
965hPa

31 日９時
965hPa

１日９時
965hPa

２日９時
965hPa

３日９時
980hPa

４日９時
994hPa

５日９時
994hPa

※ 精査により数値が更新される可能性があります。
※ 気象庁資料より

気象庁資料より

紀宝町周辺の１時間降水量（最大値）

伊勢湾台風により、熊野川が氾濫し、成川地
区が浸水する様子。左後方には、旧熊野大橋
が写っている。（写真提供：ポール・スワンソンさん）

1400 20 40 8060 100 120

紀宝町桐原

三重県尾鷲

紀宝町平尾井

紀宝町川原

紀宝町役場

三重県宮川

三重県御浜

三重県熊野新鹿

和歌山県新宮 132.5㎜

101.5㎜

92.5㎜

89㎜

88㎜

92㎜

69㎜

114㎜

109㎜

台風12 号  後世へとつなぐ記録特集
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て
、
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
で
、
11
月
２
日

ま
で
に
判
明
し
た
死
者
は
、
三
重

県
で
２
人
（
う
ち
紀
宝
町
１
人
）、

和
歌
山
県
52
人
、
奈
良
県
で
14

人
で
、
全
国
で
は
78
人
に
上
り
、

ま
た
、
行
方
不
明
者
は
、
全
国
で

16
人（
う
ち
紀
宝
町
１
人
）に
上
っ

て
い
ま
す
。（
消
防
庁
資
料
よ
り
）

　

家
屋
被
害
認
定
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
11
月
18
日
現
在
で

は
、
世
帯
数
に
対
し
、
全
壊
や

大
規
模
半
壊
な
ど
、被
害
に
あ
っ

た
世
帯
割
合
が
一
番
大
き
か
っ

た
の
が
鮒
田
地
区
で
77
・
１
％
、

ま
た
、
全
壊
と
判
定
さ
れ
た
世

帯
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
高

岡
地
区
で
25
世
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。
紀
宝
町
全
体
で
は
、
合

計
で
９
９
１
世
帯
の
18
・
１
％

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浸
水
被
害
、
土
砂
災

害
、
河
川
護
岸
崩
壊
、
道
路
の

崩
落
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
多

発
し
た
紀
宝
町
で
は
、
国
土
交

通
省
中
部
地
方
整
備
局
の
協
力

の
も
と
、
被
災
状
況
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
公
共
施
設
等
の

被
害
は
、
農
地
関
係
や
災
害
ご

み
関
係
、
道
路
関
係
な
ど
、
総

額
で
約
36
億
８
０
０
万
円
に
上

る
被
害
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

台
風
12
号
の
大
雨
は
、
熊
野

川
や
相
野
谷
川
な
ど
を
氾
濫
さ

せ
、
多
く
の
地
域
を
の
み
込
み

ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
た
相
野
谷
川
流

域
で
は
、
高
さ
９
・
４
ｍ
の
輪

中
堤
を
越
え
、
水
が
滝
の
よ
う

に
流
れ
込
み
、
水
位
は
過
去
最

高
の
10
ｍ
を
超
え
る
も
の
と
な

り
、
堤
内
外
い
た
る
と
こ
ろ
の

住
家
が
浸
水
し
、
高
岡
地
区
の

向
清
水
団
地
を
囲
む
輪
中
堤
の

一
部
が
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
る
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

浅
里
地
区
で
は
、
熊
野
川

の
氾
濫
に
よ
り
、
地
域
一
体

が
過
去
最
高
の
水
位
と
な
り
、

９
月
２
日
20
時
か
ら
は
停
電
、

22
時
30
分
に
は
道
路
の
冠
水

に
よ
り
通
行
止
め
、
ピ
ー
ク
時

に
は
、
防
災
行
政
無
線
、
固

定
・
携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら

な
く
な
り
、
連
絡
が
取
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
土
砂
災
害
に
よ
り
、

一
時
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
浅

里
地
区
の
住
民
約
70
人
は
、
５

日
に
自
衛
隊
の
ヘ
リ
に
よ
っ

て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
12
号
の
猛
烈
な
雨
は
、

高
岡
地
区
や
浅
里
地
区
だ
け
で

な
く
、鮒
田
地
区
や
大
里
地
区
、

成
川
地
区
、北
檜
杖
地
区
な
ど
、

町
内
の
ほ
ぼ
全
地
区
に
わ
た
っ

土砂・浸水の被害区域
過去に例を見ない甚大な被害となる

後世へとつなぐ記録02

2 高岡地区（明和小学校付近）

土石流が発生し、住家９棟がのみ込まれ
た。明和小学校へ避難していた住民は、
２階の窓から善応寺へと再度避難する。 井内

平尾井

阪松原

桐原

瀬原

浅里

成川

鮒田

鵜殿

井田
高岡

大里

北檜杖

神内

：川の氾濫による浸水区域
：土砂崩れ箇所 熊

　 野 　 川

2 

1 

◇◇ 家屋被害認定調査結果 ◇◇
11 月 18 日現在 

※ 世帯数（Ｂ）は、８月末現在の数値

地区名 全壊 大規模
半壊 半壊 半壊に

至らない
地区計
（Ａ）

世帯数
（Ｂ）

割合（％）
（A/B）

鵜 殿 0 0 41 24 65 2016 3.2
井 田 0 0 4 15 19 1063 1.8
神 内 0 3 27 14 44 439 10.0
成 川 5 10 260 58 333 803 41.5
鮒 田 5 128 41 8 182 236 77.1
高 岡 25 40 28 2 95 149 63.8
北檜杖 1 4 4 1 10 52 19.2
瀬 原 1 3 0 0 4 6 66.7
浅 里 14 12 2 1 29 54 53.7
桐 原 1 0 0 5 6 102 5.9
阪松原 0 0 0 0 0 48 0.0
平尾井 1 0 1 0 2 118 1.7
井 内 0 15 24 1 40 69 58.0
大 里 7 95 49 11 162 312 51.9
合 計 60 310 481 140 991 5467 18.1

1 旧熊野大橋と熊野川
驚異的な豪雨により、旧熊野大橋も浸水。伊勢湾台風

（昭和 34 年）でも見られなかった光景を目のあたりに
することになる。（写真提供：新宮市　９月４日  ７時 19 分撮影）

（写真提供：陸上自衛隊久居駐屯地広報室　９月６日　13 時 42 分撮影）

●❻●❺

●❶

●❷

●❹

●❸

 　高岡地区
水 は、 高 さ 9.4 ｍ の
輪中堤を越えて、地
域一体を浸水させた。

●❶

（９月４日　５時 34 分撮影）

 　国道 42 号
鵜殿地区の国道 42
号も浸水し、通行不
能状態となる。

●❷

（９月４日　11 時 18 分撮影）

　 大里東地区
地区全体が浸水し、
約半数の世帯が被害
を受けた。

●❸

（９月５日　６時 36 分撮影）

 　深田運動場
グラウンドのネット
が隠れるほどの、約
７ｍの浸水となった。

（写真提供：木下起査央さん　９月４日　６時 25 分撮影）

 　浅里地区
熊野川の氾濫による
浸水と土砂崩れの双
方に襲われる。

●❺

　 浅里和田地区
土石流に襲われ、行
方不明者の捜索が行
われた。

●❻

台風 12 号の驚異的な豪雨は、町内のほとんどの平野部を浸水させ、
山間部では無数の土砂崩れを発生させました。ここでは、町内の
大規模な土砂崩れ箇所と浸水区域を地図に示し、ご紹介します。

台風12 号  後世へとつなぐ記録特集

Proud! Japan Proud! Japan

（９月３日　17 時 10 分撮影）

●❹
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町に襲いかかった濁流
地域全体が浸水し、見たことのない光景が広がる

後世へとつなぐ記録03

　

台
風
12
号
は
、
驚
異
的
な
豪

雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、

道
路
の
通
行
止
め
や
浸
水
な
ど

の
影
響
が
で
て
、
ピ
ー
ク
時
の

９
月
４
日
５
時
現
在
に
は
、
３

４
０
５
世
帯
７
４
３
２
人
を
対

象
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、

ま
な
び
の
郷
や
小
学
校
な
ど
19

か
所
の
避
難
所
に
、
自
主
避
難

を
含
め
約
１
０
０
０
人
が
避
難

し
ま
し
た
。

　

避
難
所
の
中
に
は
、
想
像
を

超
え
る
水
に
襲
わ
れ
、
浸
水
し

て
し
ま
う
箇
所
も
あ
り
、
山
を

越
え
て
近
隣
民
家
へ
避
難
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
台
風
来

襲
時
、
町
を
襲
う
濁
流
の
様
子

と
、
普
段
の
様
子
を
対
比
さ
せ

な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

❶ 鮒田水門付近
熊野川と相野谷川の合流地点。
すべてが浸水し、見たことのな
い光景が広がった。

●❷ 鮒田地区
牛鼻神社前はすべて
浸水し、神社の社務
所まで水が迫る。

（９月４日　７時 17 分撮影）

●❺ 旧熊野大橋
熊野川が氾濫し、成
川地区の国道 42 号
がすべて浸水する。

（９月４日　６時６分撮影）

●❽ 大里東地区
農協付近は完全に浸
水したため、救助に
向かう三重県警。

（９月４日　７時 20 分撮影）

●� 成川飯盛地区
農協（グリーンプラザ）付
近も浸水。写真は、か
なり水がひいた状態。

（９月４日　７時 30 分撮影）

●� 鵜殿地区
国道 42 号の矢渕付近
は、一時、堤防が隠れ
るほど浸水する。

（９月４日　11時13分撮影）

●� 成川小学校
小学校の１階部分は
すべて浸水し、多大
な被害を受けた。

（９月４日　６時４分撮影）

●❾ 井内地区
相野谷小学校も浸水。
ピーク時の水位は、
写真より約２ｍ高い。

（９月４日　11時26分撮影）

●� 大里東地区
井内工業団地入口付
近は、まるで湖のよ
うに浸水してしまう。

（９月４日　10時46分撮影）

●❻ 鮒田地区
県道紀宝川瀬線も浸水。
鮒田地区は、住家の
77％が被災する。

（９月４日　９時３分撮影）

●❼ 高岡地区
輪中堤を越え、住家
は２階が隠れるほど
浸水する。

（９月４日　12 時７分撮影）

●❸ 浅里地区
熊野川の氾濫による
浸水と土砂崩れに襲
われた。

（９月３日　11 時５分撮影）

●❹ 旧熊野大橋
伊勢湾台風以上の水
位となり、旧熊野大
橋も浸水した。

（９月４日　７時 19 分撮影）

●❶

●❸

●❺

●❼

●❻

●❹

●❽
●❾
●�

●�
●�●�

●❷

（写真提供　①大・②大：瀬古正広さん、③大：木下起査央さん、④大：新宮市、⑤大：紀南河川国道事務所、⑬大小：山城秀明さん）

（９月４日　５時 34 分撮影）

台風12 号  後世へとつなぐ記録特集

Proud! Japan Proud! Japan

浸
水
時
の
様
子

普
段
の
様
子

8 2011 - 12 KIHO  2011 - 12KIHO9



豪雨がもたらした被害
河川の氾濫と土砂崩れが甚大な被害をもたらす

後世へとつなぐ記録04

　

台
風
12
号
に
伴
う
記
録
的
な

豪
雨
は
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
町

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
大
き
な

爪
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

災
害
直
後
は
、
床
上
・
床
下
浸

水
、
道
路
の
通
行
止
め
、
電
話
回

線
の
不
通
、
停
電
、
断
水
な
ど
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
完
全
に
麻ま

ひ痺
し

た
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

浅
里
地
区
、
高
岡
地
区
で

は
、
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生

し
、
計
12
棟
の
家
屋
が
襲
わ

れ
、
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
野
川
流
域
で
は
、

あ
ま
り
の
水
量
の
高
さ
に
樹
木

は
す
べ
て
流
さ
れ
、
景
色
は
一

変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
被
災
前

と
被
災
後
の
様
子
を
対
比
さ
せ

な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

●❷ 輪中堤（高岡地区）

高岡地区の輪中堤は、
洪水の影響により、一
部が決壊した。

●❸ 宣
せ ん じ

旨帰
がえ

り（浅里地区）

古道「宣旨帰り」は、
濁流と土砂崩れに襲わ
れ、崩壊してしまう。

●❹ 熊野川
樹木はすべて根こそぎ
流され、浸水した高さ
がはっきりとわかる。

●❺ 飛
ひ せ つ

雪の滝（浅里地区）

滝の底には土砂が積も
り、周辺の桜は濁流に
よりなぎ倒された。

●❻ 浅里地区
大規模な土石流が発
生し、家屋３棟が襲
われた。

●❼ 昼島  （浅里地区）

昼島を一望できる展望台
には、ボートがひっか
かった状態で見つかる。

●❽ 浅里和田地区
熊野川の濁流と土石流
により、高台の道路上
にも流木が散乱する。

●❾ 御
み ふ ね

船島（鮒田地区）

世界遺産である御船島
も濁流に襲われ、樹木
がすべてなぎ倒される。

●� 神内地区
土砂崩れにより、大
量の流木が発生し、
川をせき止めた。

●� 桐原地区
橋には流木が大量に
ひっかかり、川をせ
き止める状態となる。

●� 大里地区
川の上流から納屋が押
し流され、電柱をなぎ
倒してやっと止まった。

●� 深田運動場
大量の災害ごみが発
生し、仮置場として
利用された。

●❶

●❸

●❺ ●❼
●❻

●❹ ●❽

●❾

●�

●�

●�

●�

●❷

❶ 高岡地区
明和小学校横で土石流が発生。
９棟の住家がのみ込まれ、小学
校１階部分も破壊された。

（写真提供　②小：紀南河川国道事務所、⑧大：木下起査央さん）
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人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な

い
、
多
く
の
人
の
助
け
や
支
え

に
よ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
こ
れ
ほ
ど
痛
切
に
感
じ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
西

田
町
長
を
は
じ
め
、
職
員
の
み

な
さ
ん
の
献
身
的
な
働
き
、
３

度
の
食
事
、
救
援
物
資
、
保
健

師
さ
ん
た
ち
に
よ
る
健
康
相

談
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
助

け
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

大
洪
水
に
よ
り
生
ま
れ
た
避

難
生
活
で
す
が
、
苦
し
み
に
耐

え
、
協
力
し
合
い
、
支
え
合
い
、

紋
切
り
型
で
は
無
念
を
言
い
尽

く
せ
な
い
苦
し
み
の
た
め
、
と

も
す
れ
ば
沈
み
が
ち
な
気
持
ち

を
和
ら
げ
て
く
れ
た
の
は
、
お

互
い
語
り
合
う
場
が
で
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
の
生
活

を
通
し
て
、
い
つ
も
輪
に
な
っ

て
大
洪
水
の
怖
さ
や
今
後
の
生

活
の
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
た

こ
と
で
、今
ま
で
に
な
い
“
絆
”

が
生
ま
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
の
絆
は
、
き
っ
と
今
後

の
浅
里
の
生
活
を
支
え
て
い
く

生
き
た
力
と
し
て
、
役
立
つ
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

41
日
間
の
避
難
生
活
を
振
り

返
り
、
大
変
つ
ら
く
、
苦
し
い

生
活
で
し
た
が
、
一
人
の
落
後

者
も
な
く
、
よ
く
ま
と
ま
り
、

最
後
に
お

互
い
涙
を
流
し
て
、
が
ん
ば
ろ

う
と
意
志
固
め
を
し
、
拍
手
で

も
っ
て
別
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

私
の
一
生
の
尊
い
体
験
と
し
て

記
憶
に
残
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
結

果
、
大
里
多
目
的
集
会
所
は
床

上
１
・
２
ｍ
の
浸
水
が
あ
り
ま

し
た
か
ら
。

　

今
回
の
災
害
で
、
避
難
所
に

は
、
食
糧
と
毛
布
の
備
蓄
が
絶

対
に
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
会
や
自
主
防
災
、

女
性
の
会
な
ど
の
組
織
の
大
切

さ
も
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

早
く
逃
げ
な
あ
か
ん
！
」と
思
っ

て
貴
重
品
も
何
も
持
た
ず
に
逃

げ
た
ん
よ
。
裏
の
山
側
に
弟
の

家
が
あ
っ
た
か
ら
、
石
垣
づ
た

い
に
、
一
生
懸
命
這は

い
上
が
っ

て
ね
。
大
変
や
っ
た
よ
。
怪け

が我

し
た
の
も
気
付
か
ん
ぐ
ら
い
必

死
や
っ
た
ね
。

　

家
は
、
道
か
ら
の
高
さ
が
３

ｍ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
る
平

屋
な
ん
や
け
ど
、
水
が
引
い
て

か
ら
家
に
戻
る
と
、
天
井
か
ら

30
㎝
の
と
こ
ま
で
水
が
き
て
い

た
跡
が
残
っ
て
た
よ
。家
に
あ
っ

た
貴
重
品
と
か
は
も
う
全
て
流

さ
れ
て
し
ま
っ
て
た
ね
。
俺
は

大
正
７
年
生
ま
れ
で
、
ず
っ
と

永
田
（
大
里
地
区
）
や
け
ど
も
、

祖
父
か
ら
明
治
時
代
に
す
ご
い

台
風
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
け

ど
、
俺
の
知
っ
て
る
中
で
も
こ

ん
な
に
す
ご
い
水
は
、
生
ま
れ

て
初
め
て
や
。
そ
れ
く
ら
い
す

ご
い
雨
や
っ
た
。
貴
重
品
も
大

事
や
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
命
が
な

い
と
ね
。
自
分
が
助
か
っ
て
、

命
が
あ
っ
て
こ
そ
、
お
金
っ
て

い
う
も
の
に
値
打
ち
が
で
る
ん

や
か
ら
ね
。
こ
ん
な
災
害
の
時

は
、
み
ん
な
が
え
ら
い
ん
や
か

ら
、
自
分
で
な
ん
と
か
し
て
逃

げ
な
あ
か
ん
と
思
っ
て
必
死
に

逃
げ
て
よ
か
っ
た
よ
。

す
。
隣
近
所
の
人
が
、
手
を
差

し
伸
べ
、
引
っ
張
り
上
げ
、
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
避
難
し
ま

し
た
。

　

水
が
引
い
て
、
５
日
夕
方
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
完
全
に
断
た

れ
、
生
活
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
急
き
ょ
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
浅
里
の
住
民
全
員
が
鵜

殿
に
救
助
さ
れ
、親
戚
や
知
人
、

子
ど
も
の
家
へ
と
引
き
取
ら
れ

た
者
を
除
き
、
31
人
の
者
が
鵜

殿
の
ふ
れ
あ
い
会
館
で
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
事
内
容
が
変
わ
り
、
不
安

と
緊
張
が
続
く
と
い
う
慣
れ
な

い
生
活
の
た
め
、
体
調
を
壊
す

者
も
何
人
か
出
ま
し
た
が
、
経

過
と
と
も
に
慣
れ
、
大
病
す
る

者
も
な
く
、
41
日
間
の
避
難
所

生
活
を
送
り
、
10
月
16
日
解

散
、
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
生
活
を
通
し
て
、

避
難
所
生
活
の
中
で

“
絆き

ず
な

”
が
深
ま
り
ま
し
た

　

８
月
30
日
か
ら
降
り
続
い
た

雨
は
、
普
通
の
状
態
で
は
な

く
、
９
月
２
日
に
田
ん
ぼ
が
水

に
浸つ

か

り
始
め
、
３
日
の
夕
方
に

は
、
家
の
敷
地
ま
で
水
が
き
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
急
い

で
家
の
上
に
あ
る
空
き
家
に
避

難
し
ま
し
た
。
浅
里
地
区
の
避

難
所
は
、
低
い
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
避
難
で
き
な
い
状
態
で
、

個
人
の
家
に
避
難
さ
せ
て
も

ら
っ
た
人
も
い
ま
し
た
ね
。

　

当
時
、
避
難
勧
告
・
避
難
指

示
も
伝
わ
っ
て
こ
な
い
状
態
で

し
た
。
で
す
か
ら
、み
ん
な
は
、

自
己
判
断
で
避
難
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ
な
地

区
な
の
で
、
だ
れ
が
避
難
し
て

い
な
い
か
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま

西
に し は た

畑 正
ま さ よ し

良 さん
　（浅里地区）

93
歳
や
け
ど
、
こ
ん
な
す
ご

い
雨
は
初
め
て
や
！　

　

雨
が
す
ご
く
て
、
だ
ん
だ
ん

と
道
が
浸
り
、
屋
敷
の
階
段
も

ど
ん
ど
ん
浸
水
し
始
め
て
る
の

が
見
え
て
、「
こ
り
ゃ
あ
か
ん
！
」

と
思
っ
て
、
早
め
に
逃
げ
た
ん

や
。「
貴
重
品
も
出
さ
な
あ
か
ん

け
ど
、そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
！

大
お お や し き

屋敷 國
く に ひ こ

彦さん

　（大里永田地区）

それぞれの体験記録
災害時、あなたはどのような体験をしましたか？
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大
里
多
目

的
施
設
に
避

難
所
を
開
設

し
、
３
日
に
は

33
人
の
方
が
避
難

し
て
き
て
い
ま
し
た
。

す
ご
い
雨
の
中
、
ま
だ
避

難
し
て
き
て
い
な
い
人
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、

電
話
は
つ
な
が
ら
な
い
状
態

と
な
り
、
さ
ら
に
水
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
き
て
い
た
の
で
、

行
け
る
範
囲
で
声
を
か
け
て

回
っ
て
避
難
を
促
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
も
水
位
は
上
昇
す

る
一
方
で
、「
こ
の
ま
ま
で
は
、

避
難
所
に
も
水
が
く
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
危
険
を

感
じ
、
午
後
９
時
に
相
野
谷

中
学
校
の
体
育
館
へ
み
ん
な

で
移
動
し
ま
し
た
。
避
難
し

て
い
た
人
の
中
に
は
、
寝
た

き
り
の
人
や
車
椅
子
の
人
、

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
す
ご
い

雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、
毛
布

を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
車
で
移
動

し
ま
し
た
。

　

4
日
の
朝
、
雨
が
止
み
、
水

が
引
き
だ
し
て
か
ら
、
自
治
会

と
自
主
防
の
役
員
で
、
避
難
し

て
こ
な
か
っ
た
人
の
安
否
を
確

認
し
に
あ
ち
こ
ち
行
き
ま
し

た
。
電
話
は
相
変
わ
ら
ず
不
通

で
、水
が
引
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、

徐
々
に
確
認
地
域
を
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。心
配
だ
っ
た
の
で
、

首
ま
で
水
に
つ
か
り
な
が
ら
必

死
に
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
て
か
ら
４
～
５
日
間

は
、
80
人
ほ
ど
が
相
野
谷
中
学

校
の
体
育
館
で
避
難
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

　

避
難
所
生
活
で
は
必
要
だ
ろ

う
と
思
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
す
る
仕
切
り
も
用
意
し
た

の
で
す
が
、
結
局
使
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
仕
切
り
が
あ
る
と
、

話
も
で
き
な
い
し
、
よ
く
知
っ

て
い
る
人
ば
か
り
な
の
で
、
な

い
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
で

す
。
み
ん
な
で
話
す
こ
と
が
で

き
て
、「
悩
ま
ず
に
済
ん
だ
」、「
家

で
一
人
だ
っ
た
ら
不
安
で
仕
方

な
か
っ
た
と
思
う
」
と
、
そ
ん

な
声
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
す
。

　

今
回
は
、
中
学
校
へ
と
避
難

所
を
移
す
判
断
が
早
く
で
き
て

❸

❶

　台風 12 号は、紀宝町に未曽有の被害をもたらし、その影響は現
在も続いています。
　災害時、町民のみなさんがどのような形で被災し、現在までの過
程をどのように経てきたのか、それぞれの体験の記憶を相互に共有
し、それらを記録していく必要があると考え、各地区の９人の方に
お話を伺いました。今回の経験を共有することは、今後の私たち自
身にとって救いになると思います。今回の台風を忘れずに、また、
今後に活

い

かすために。

Profile
浅里前区長。区長時代
には、「浅里瀧まつり」
など地区の活性化のた
めに尽力する。

組
織
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た

　

９
月
２
日
の
夕
方
に
避
難
し

た
い
と
い
う
人
が
い
た
の
で
、

寺
て ら お

尾 邦
く に よ し

義 さん
　（大里東地区）

❷

Profile
大里東地区で自治会の役
員を十数年務め、今回の
災害では、自ら進んで避
難所の管理・運営を行う。

自衛隊のヘリコプターで救助される
浅里地区の住民。（写真提供：木下起査央さん）

避難所となった相野谷中学校体育館。
最大時で、約 80 人が避難した。

●❶

●❺

●❹
●❻

●❼
●❽

●❾

●❷

●❸

Profile
大正７年大里永田生まれの
93 歳。人生経験豊富な大
屋敷さんでも、今回のよう
な大雨は初めてだという。

Interview　それぞれの体験記録

大屋敷國彦さん
（大里永田）

寺尾邦義さん
（大里東）

西畑正良さん
（浅里）

Ooyashiki Kunihiko

Terao Kuniyoshi

Nishihata Masayoshi
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現
場
に
戻
り
、「
お
ー
い
、
お
ー

い
。」
と
声
を
か
け
る
と
、
か
す

か
に
声
が
聞
こ
え
て
き
た
ん
で

す
。
か
す
か
な
声
を
た
よ
り
に
探

す
と
、
土
砂
に
押
し
流
さ
れ
た

建
物
の
中
の
、
倒
れ
た
窓
枠
の

ち
ょ
っ
と
し
た
空
間
に
体
が
挟

ま
っ
て
い
て
、
胸
か
ら
下
は
見
え

な
い
状
況
で
倒
れ
て
い
ま
し
た
。

幸
い
、
少
し
の
空
間
に
挟
ま
っ

て
い
た
状
態
だ
っ
た
の
で
、
ひ
っ

ぱ
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
怪
我
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、

校
舎
ま
で
担
架
で
運
び
、
手
当
て

を
し
、
救
出
の
ボ
ー
ト
が
く
る
ま

で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
我
慢
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
て
き
て
か
ら
、
消

防
団
員
で
山
を
越
え
て
、
各
家

へ
安
否
確
認
に
行
き
ま
し
た
。

水
が
ま
だ
引
い
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
雨
戸
を
た
た
い
た
り
、

大
声
を
出
し
て
無
事
を
確
認
し

　

家
に
戻
っ
て
み
る
と
、
自
宅

近
く
の
堤
防
が
決
壊
し
て
い
る

の
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
家
の
物
は
、
ほ
と
ん
ど
流

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
何
度
か
家
が
浸
水
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん

な
屋
根
ま
で
浸
水
し
て
し
ま
う

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
昔
と
は
気
象
状
況
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ

ん
な
水
害
が
こ
れ
で
最
後
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
雨
が
降
る

た
び
に
不
安
で
す
。

　

今
ま
で
の
経
験
上
、
災
害
時

は
、
と
に
か
く
、
早
く
避
難
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
役
場

の
避
難
勧
告
が
な
く
て
も
、
自

分
た
ち
の
判
断
で
早
め
に
逃
げ

る
こ
と
。
人
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
素
早
く
自
分
た
ち
で
判
断

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。
ず
ぶ
濡
れ
の
状
態
で

山
に
逃
げ
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。「
と
に
か
く
、
水
が
引
く

ま
で
が
ん
ば
っ
て
」
と
声
を
か

け
て
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
は
、
土
石
流
で
危
険

だ
と
感
じ
た
の
で
、
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
避
難
所
を
寺
に
移

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
消
防
団
員
３
人
で
寺
ま
で

の
ル
ー
ト
を
安
全
確
認
し
た
あ

と
、
高
齢
者
も
子
ど
も
も
、
み

ん
な
で
食
糧
・
毛
布
な
ど
持
て

る
も
の
を
手
分
け
し
て
持
ち
、

山
を
越
え
て
移
動
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
大
変
だ
っ
た
の
で
、

み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
、
助
け

合
い
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
に
出
く

わ
す
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し

災
害
に
出
く
わ
し
た
ら
、
ま
ず

は
、自
分
が
怪
我
を
し
な
い
こ
と
、

自
分
の
体
を
守
り
、
逃
げ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
大

勢
い
る
と
こ
ろ
に
逃
げ
て
、
助

け
を
待
て
ば
安
心
で
す
し
、
物

資
が
手
に
入
れ
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
こ
と
を
教
訓
に
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
想
定
し
て
、
こ

れ
か
ら
起
こ
る
災
害
に
対
し
て
、

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
対
処
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

待
ち
続
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か

救
助
が
き
ま
せ
ん
。
停
電
で

真
っ
暗
な
な
か
、１
階
か
ら
は
、

「
ド
ー
ン
！
ド
ー
ン
！
」
と
家

具
が
ぶ
つ
か
る
音
が
聞
こ
え
て

く
る
ん
で
す
。
ラ
イ
ト
を
照
ら

す
と
、
30
分
お
き
に
階
段
が
１

段
ず
つ
、
浸
水
し
て
し
ま
う
の

が
見
え
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
、
本

当
に
怖
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
後
、
階
段
は
す
べ
て
浸

水
し
、
２
階
の
床
上
40
㎝
く
ら

い
ま
で
水
が
き
た
と
き
の
、
午

前
１
時
ご
ろ
、
外
を
見
る
と
救

助
の
明
か
り
が
見
え
ま
し
た
。

無
我
夢
中
で「
こ
こ
で
す
！
」っ

て
叫
び
、
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
時
、
救
助
に
き
て
く

れ
た
人
が
言
っ
て
く
れ
た
「
遅

く
な
っ
て
ゴ
メ
ン
よ
ぉ
。
つ
ら

か
っ
た
ね
。」
と
い
う
言
葉
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
こ
ち
ら

こ
そ
、
早
く
避
難
し
な
く
て
す

み
ま
せ
ん
。」

と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
の
で
。

　

ボ
ー
ト
で
救
助

さ
れ
て
か
ら
は
、
ふ

る
さ
と
資
料
館
に
一
時
避

難
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
地

元
の
人
に
お
に
ぎ
り
や
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
い
た
だ
い

て
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。
人
の
温
か
さ
が
身
に
し

み
ま
し
た
。

　

水
が
引
い
て
か
ら
家
に

帰
っ
て
み
た
ら
、
２
階
の
天

井
ま
で
水
が
き
て
い
た
跡
が

あ
っ
て
、
ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
。

家
の
物
は
流
さ
れ
ず
に
す
み

ま
し
た
が
、
板
が
反
っ
て
い

た
り
、
カ
ビ
が
生
え
て
き
た

り
で
、
結
局
全
部
捨
て
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
家
に
は
、
水
は
こ
な

い
だ
ろ
う
と
思
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
。
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
戻
り
ま
せ
ん

し
、
悩
ん
で
い
て
も
し
ょ
う

が
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
本
当
に
大
変
で
し
た

が
、
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元

の
ひ
と
た
ち
と
一
致
団
結
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。

す
る
と
、
４
日
の
午
前
２
時
ご

ろ
、
避
難
し
て
い
る
小
学
校
の

１
階
の
床
や
廊
下
な
ど
か
ら
水

が
溢
れ
出
し
て
き
た
ん
で
す
。

す
ぐ
に
外
を
確
認
し
ま
し
た
が
、

水
位
は
学
校
の
と
こ
ろ
ま
で
上

が
っ
て
は
き
て
い
ま
せ
ん
。
わ

け
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
と
り

あ
え
ず
、
食
糧
と
毛
布
、
投
光

機
な
ど
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
、

２
階
に
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
雨
は
降
り
続
け
、

午
前
４
時
ご
ろ
で
す
。
地
震
の

よ
う
な
地
響
き
が
鳴
り
始
め
た

ん
で
す
。
す
る
と
、
も
の
す
ご

い
衝
撃
が
走
り
、
窓
ガ
ラ
ス
が

割
れ
、
小
学
校
の
２
階
の
廊
下

の
窓
に
、
石
や
木
な
ど
が
一
面

に
張
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ

う
で
す
。
土
砂
崩
れ
が
発
生
し

た
ん
で
す
。

　

小
学
校
の
山
側
に
は
民
家
が

あ
り
、
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

安
否
が
気
に
な
り
、
外
を
照
ら

せ
る
窓
に
行
き
懐
中
電
灯
で
照

ら
す
と
、
人
影
が
見
え
た
ん
で

す
。
す
ご
い
雨
で
、
足
元
の
悪

い
な
か
、
近
く
ま
で
行
き
、

校
舎
に
誘
導
し
ま
し

た
。
す
る
と
そ
の
人

が
、「
ま
だ
、
弟

が
い
る
。」
と

言
い
ま
し
た
。

土
砂
崩
れ
の

め
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
浸
水
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
雨
の
な
か
、

山
を
越
え
て
逃
げ
た
の
は
、
10

人
ほ
ど
で
し
た
か
ね
。

　

山
を
越
え
、
避
難
さ
せ
て
も

ら
っ
た
家
で
一
息
つ
い
て
い
る

と
、
停
電
し
ま
し
た
。
外
を
照

ら
し
て
見
て
み
る
と
、
水
が
近

く
ま
で
き
て
い
た
の
に
気
付

き
、
慌
て
て
少
し
高
い
と
こ
ろ

に
あ
る
農
機
具
部
屋
に
移
動
し

た
ん
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に

も
水
が
き
始
め
、
さ
ら
に
高
台

に
あ
る
農
機
具
小
屋
ま
で
み
ん

な
で
移
動
し
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
て
、
雨
が
止
み
、

団
地
を
見
に
行
く
た
め
に
下
に

降
り
て
み
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
全
く
水
が
引
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
面
、
水
に
覆
わ

れ
て
湖
の
よ
う
で
し
た
。
時
間

が
た
ち
、
水
が
引
く
に
し
た

が
っ
て
下
に
降
り
て
救
助
を

待
っ
て
、
熊
野
消
防
の
人
に
救

助
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

別
の
家
に
避
難
し
た
女
性
た

ち
は
、
屋
根
の
上
に
登
っ
て
一
夜

を
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。
あ
の
人

た
ち
は
屋
根
以
上
は
逃
げ
場
が

な
か
っ
た
か
ら
、
本
当
に
怖
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
夜
中
に
は
ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
い
う
音
が
鳴
り
響
い
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
明
和
小

の
土
砂
崩
れ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

助
け
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て

み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
た

　

台
風
時
、
私
は
、
消
防
団
員

な
の
で
、
避
難
所
に
な
っ
て
い

る
明
和
小
学
校
で
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
小
学
校
に
は
、
消
防

団
員
を
含
め
、
16
名
が
避
難
し

て
い
ま
し
た
が
、雨
が
す
ご
か
っ

た
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
水
位

の
上
昇
が
止
ま
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
す
ご
く
不
安

で
し
た
。

廣
ひ ろ は た

畑 勝
か つ な り

也 さん
　（高岡地区）

❹

自
分
た
ち
で
判
断
し
て

素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

　

私
は
、
高
岡
輪
中
堤
の
陸り

っ
こ
う閘

の
係
を
し
て
い
る
の
で
、
９
月

３
日
の
朝
か
ら
管
理
を
し
て
い

ま
し
た
。
昼
前
に
水
が
道
路
ま

で
き
た
の
で
、
陸
閘
を
閉
め
た

後
、
役
場
職
員
と
一
緒
に
高
岡

避
難
所
に
避
難
す
る
よ
う
団
地

内
を
回
り
ま
し
た
。

　

輪
中
堤
を
越
え
る
ま
で
あ
と

20
㎝
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
と
き
、

こ
れ
は
危
機
だ
と
感
じ
、
避
難

所
か
ら
さ
ら
に
避
難
す
る
家
を

相
談
し
て
、
女
性
は
近
く
の
高

台
に
あ
る
家
へ
、
男
性
は
山
を

越
え
て
行
く
家
へ
避
難
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
こ
う
し
て
い

る
間
に
、
堤
防
か
ら
は
滝
の
よ

う
に
水
が
流
れ
込
ん
で
き
は
じ

大
お お や

屋 勝
まさる

 さん
　（高岡地区）

❻

自
然
の
恐
怖
と
共
に
、
人
の

温
か
さ
が
身
に
し
み
ま
し
た

　

す
ご
い
雨
が
降
り
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
家
の
前
に
は
輪
中

堤
が
あ
る
し
、
今
年
８
月
末
の

台
風
６
号
の
と
き
も
大
丈
夫

だ
っ
た
の
で
、
今
回
も
大
丈
夫

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
階
か
ら
様
子
を

見
て
い
た
ら
、
夕
方
５
時
す
ぎ

に
水
が
輪
中
堤
を
越
え
て
滝
の

よ
う
に
内
側
へ
流
れ
て
き
て
い

る
の
が
見
え
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
し
た
ら
、
台
所
の
床
下
収
納

の
床
が
浮
い
て
、
水
が
ど
ん
ど

ん
家
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
す

ぐ
に
停
電
し
た
の
で
、
い
つ

も
持
っ
て
い
る
カ
バ
ン
と
犬
だ

け
を
持
っ
て
、
２
階
に
避
難
し

ま
し
た
。
浮
く
よ
う
な
も
の
を

持
っ
て
２
階
で
ず
っ
と
救
助
を

尾
お ざ き

﨑 さとみ さん
　（大里津本地区）

❺

Profile
大里津本に住んで17年。
大里の人はみんなここ
ろ温かく、優しい人ば
かりと話す。

Profile
紀宝町消防団第２分団
の一員として、今回も
避難所である明和小学
校で活動する。

土砂崩れにあった明和小学校（左上）。
見えているのは校舎の２階部分。

高さ 9.4 ｍの輪中堤を越え、団地へと
水が浸入する様子。　　（９月３日　17時９分）

Profile
高岡に住んで 29 年。家は
過去に何度も浸水している
が、こんな高さまで浸

つか

った
のは初めてだという。

●❹
●❻

●❺

Interview　それぞれの体験記録

大屋 勝さん
（高岡）

尾﨑さとみさん
（大里津本）

廣畑勝也さん
（高岡）

Ooya Masaru

Ozaki Satomi

Hirohata Katsunari

●❶

●❼
●❽

●❾

●❷

●❸
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れ
て
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

一
番
大
切
な
の
は
、
人
の
命

で
す
。
日
常
か
ら
災
害
に
対
す

る
心
構
え
が
必
要
で
す
ね
。
い

つ
、
何
が
あ
っ
て
も
、
ど
こ
に

い
て
も
、
自
分
が
何
を
す
べ
き

か
常
に
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
助
か
っ

た
ら
次
に
、
人
の
た
め
に
自
分

は
何
が
で
き
る
か
と
、
他
の
人

の
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

人
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
生

き
て
い
く
に
は
、
団
体
行
動
を

と
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。

み
ん
な
同
じ
状
況
に
あ
る
ん
だ

か
ら
、
譲
り
合
い
と
助
け
合
い

の
気
持
ち
を
持
っ
て
さ
え
い
れ

ば
、
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
で
助
け
合
い
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
絆き

ず
な

を
強
め

て
、
が
ん
ば
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

て
避
難
し

て
き
て
い
る
方
を
２
階
ま
で

連
れ
て
上
が
っ
て
い
る
う
ち

に
、
み
る
み
る
と
水
が
家
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
下
地
地
区

の
周
辺
は
、
道
路
の
防
犯
灯
が

多
く
あ
る
の
で
、
水
位
が
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
く
る
様
子
や
、

ハ
ザ
ー
ト
が
つ
い
た
車
や
木

が
流
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の

が
、
２
階
の
窓
か
ら
よ
く
見
え

て
い
ま
し
た
。

　

私
の
家
は
、
下
地
地
区
で

も
少
し
高
い
位
置
に
あ
る
の

に
、
床
上

80
㎝
ぐ
ら
い

ま
で
浸
水
し

ま
し
た
。
完
全

に
油
断
で
す
。「
こ

こ
ま
で
は
、
水
が
こ

な
い
」
と
い
う
安
全
神
話

み
た
い
な
も
の
が
あ
り
、
心

配
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
程
度
予
測

し
て
い
れ
ば
、
事
前
に
避
難

し
た
り
、
家
具
を
２
階
に
上

げ
た
り
、
一
人
暮
ら
し
の
方

を
も
っ
と
安
全
な
時
に
避
難

さ
せ
た
り
、
誘
導
し
た
り
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
に
危

機
感
が
な
か
っ
た
の
が
悔
や

ま
れ
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
十
津
川
大
水

害
の
と
き
に
飯
盛
地
区
で
亡

く
な
っ
た
御
先
祖
が
い
た
こ

と
が
最
近
わ
か
り
ま
し
た
。

十
津
川
大
水
害
の
と
き
も
今

回
の
台
風
12
号
に
似
た
コ
ー

ス
を
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う

い
う
危
機
管
理
が
あ
れ
ば
、

こ
の
コ
ー
ス
を
通
る
台
風
は
、

想
像
を
絶
す
る
雨
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
予
測
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
回
の
こ
と
は
、

い
い
教
訓
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
の
力
、
猛
威
は
、
予
測

を
越
え
た
も
の
が
起
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
経
験
の
な
か

で
判
断
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
個
人
レ
ベ
ル
・

集
落
レ
ベ
ル
・
自
治
体
レ
ベ
ル

で
共
有
し
て
、
危
機
感
を
敏
感

に
持
っ
て
、
万
全
に
備
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
今
回
学

び
ま
し
た
。

　
「
ま
さ
か
、
輪
中
堤
を
越
え
る

は
ず
が
な
い
」「
２
階
建
て
だ
し

大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
人
が

ほ
と
ん
ど
で
、
逃
げ
な
か
っ
た

人
が
多
く
い
ま
し
た
。
輪
中
堤

を
越
え
た
と
き
は
、
そ
の
ま
さ

か
が
起
き
た
の
で
、
み
ん
な
が

パ
ニ
ッ
ク
で
し
た
ね
。
必
死
に

山
へ
避
難
し
た
り
、
２
階
の
屋

根
へ
上
っ
た
り
、
中
に
は
避
難

で
き
て
い
な
い
人
も
い
ま
し
た
。

大
丈
夫
で
あ
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
、
一
番
怖
い
ん
で
す
よ
。

　

今
回
鮒
田
で
は
、
携
帯
電
話

が
使
え
た
の
が
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
連
絡
と
れ
た
の
が
心
強

か
っ
た
で
す
ね
。

　

町
内
の
被
害
は
相
当
で
し

た
か
ら
、
役
場
で
も
パ
ニ
ッ
ク

だ
っ
た
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
、

で
き
る
だ
け
役
場
に
は
お
願

い
を
せ
ず
、
自
分
た
ち
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
や
る
と
決

め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
浸
水
し
た
鮒
田
集

会
所
の
掃
除
か
ら
始
め
よ
う
と

思
い
、
避
難
し
て
い
る
人
や
来

れ
そ
う
な
人
に
頼
ん
で
、
集
会

所
を
避
難
所
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
、
掃
除
や
片
付
け
な
ど
を

や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
鮒
田
地
区
に
も
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
き
て
く

の
す
ご
く
降
っ
て
き
て
、
水

門
の
係
か
ら
輪
中
堤
を
越
え

る
と
い
う
連
絡
が
入
り
ま
し

た
。
越
え
て
か
ら
の
浸
水
の

ス
ピ
ー
ド
は
も
の
す
ご
く
早

か
っ
た
で
す
。

　

と
り
あ
え
ず
、
大
通
寺
と

牛
鼻
神
社
の
2
か
所
に
分
か

れ
て
避
難
し
ま
し
た
。
私
は

牛
鼻
神
社
で
20
人
ぐ
ら
い
の

人
と
い
た
ん
で
す
が
、
牛
鼻

神
社
の
下
も
水
が
浸つ

か

り
始
め

た
の
で
、
万
が
一
の
こ
と
を

考
え
て
、
半
分
の
人
は
２
階

建
て
で
あ
る
鮒
田
水
門
の
管

理
棟
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

大
通
寺
の
班
か
ら
、
浸
水

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
連
絡

が
あ
っ
た
の
で
、
山
を
越
え

る
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、

１
か
月
ほ
ど
前
に
自
主
防
災

で
整
備
し
た
、
大
通
寺
か
ら
浄

水
場
ま
で
の
山
越
え
の
道
を

通
っ
て
避
難
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
４
回
に
分
け
て
避
難
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
足
場
が

悪
い
し
、
夜
中
２
時
か
ら
３

時
の
間
は
雨
も
雷
も
す
ご

か
っ
た
と
き
で
す
か

ら
、
お
年
寄
り
も

い
た
の
で
、
相

当
大
変
だ
っ

た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

人
の
た
め
に
自
分
は
何
が

で
き
る
の
か　

　

降
り
始
め
の
こ
ろ
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
十
津
川
・

大
台
ケ
原
の
雨
量
を
記
録
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
主

防
災
の
尾
畑
会
長
と
話
し
合

い
、
避
難
場
所
を
鮒
田
の
集

会
所
か
ら
、
高
台
に
あ
る
大

通
寺
に
変
更
し
、
み
ん
な
を

避
難
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

雨
が
も

東
ひがしぐち

口 高
た か し

士 さん
　（鮒田地区）

❼

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す

る
心
構
え
が
必
要

　

自
主
防
災
の
関
係
で
、
３
日

の
夜
９
時
ぐ
ら
い
か
ら
下
地
地

区
を
見
回
り
に
い
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
、
国
道
に
水
が

入
っ
て
い
て
、
旧
国
道
は
約
30

㎝
ぐ
ら
い
ま
で
水
が
き
て
い
る

状
態
で
し
た
。10
時
ご
ろ
に
は
、

家
の
敷
地
ま
で
あ
と
10
㎝
ぐ

ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
で
水
位
が

止
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
以
上
は
も
う
こ
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。自
宅
に
は
、

近
所
の
方
な
ど
が
避
難
し
て
き

て
い
た
の
で
、
そ
の
あ
と
も
、

30
分
ご
と
に
外
で
水
位
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。
水
位
は
安
定

し
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
の
で

す
が
、
気
が
つ
く
と
芝
生
ま
で

水
が
入
っ
て
き
て
い
て
、
慌
て

山
や ま ぐ ち

口 和
か ず ひ ろ

洋 さん
　（成川下地地区）

❽浸つ
か

っ
て
い
る
の
が
見
え
て
、「
こ

れ
は
大
変
だ
」
と
思
っ
た
の
を

は
っ
き
り
と
憶
え
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
、
我
が
家
は
４
ｍ

近
く
浸
水
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
の
水
害
の
時
は
、

船
を
出
し
て
救
助
の
応
援
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
今
回
は
、

あ
ま
り
の
水
量
で
そ
の
余
裕
が

な
く
、
応
援
に
行
け
な
か
っ
た

こ
と
が
と
て
も
心
残
り
で
す
。

　

我
が
家
に
は
、
家
の
代
々
の

申
し
送
り
が
あ
り
ま
す
。「
大
雨

の
と
き
に
は
、
一
番
山
側
の
建

物
に
は
行
く
な
」
と
い
う
も
の

で
す
。
今
回
、
そ
の
山
側
の
と

こ
ろ
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
ま

し
た
。
申
し
送
り
が
活い

か
さ
れ

た
の
で
す
。
十
津
川
水
害
を
教

訓
に
し
、
高
い
場
所
に
、
ま
た

床
下
を
高
く
し
て
家
を
建
て
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
今
回
、
全
て

浸
水
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
こ
の
経
験
を
教
訓
と

し
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
、
み
な
さ

ん
が
自
ら
経
験
し
た
の
で
、
災

害
に
対
し
て
自
分
の
考
え
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

各
家
庭
で
語
り
継
い
で
い
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

復
興
に
も
う
一
度
、
笑
顔
で
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

前
８
時
に
水
位
の
上
昇
が
止

ま
っ
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
水
が

引
い
て
い
く
の
を
待
つ
だ
け
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
こ
か
ら
な
か
な
か
水
が

引
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　

我
が
家
は
過
去
に
、
昭
和
28

年
と
昭
和
34
年
伊
勢
湾
台
風
の

と
き
の
２
回
だ
け
床
上
ぐ
ら
い

の
高
さ
ま
で
浸
水
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ

ろ
は
河か

し
ょ
う床
が
す
ご
く
高
か
っ
た

ん
で
す
。
今
は
す
ご
く
下
が
っ

て
い
る
の
で
、
同
じ
水
量
だ
っ

た
ら
、
今
の
家
ま
で
は
来
な
い

で
あ
ろ
う
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
の
ア
メ

ダ
ス
と
か
で
、
十
津
川
水
系
・

北
山
水
系
の
あ
た
り
が
真
っ
赤

だ
っ
た
の
で
、
危
機
感
を
持
ち

始
め
ま
し
た
。

　

３
日
の
午
後
、
か
な
り
激
し

く
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
車

な
ど
を
高
い
と
こ
ろ
に
上
げ
た

り
、
船
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

午
前
０
時
ご
ろ
、
玄
関
に
水

が
入
っ
て
き
た
と
き
に
、
船
で

裏
山
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
さ
ら
に
水
位
が
上
昇
し

そ
う
だ
っ
た
の
で
、
父
親
を
連

れ
て
山
上
に
あ
る
山
小
屋
に
避

難
し
ま
し
た
。
夜
が
明
け
、
５

時
過
ぎ
、
鮒
田
の
水
門
が
水
に

こ
の
災
害
は
後
世
に
語
り

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

　

私
の
家
は
、
北
檜
杖
で
も
一

番
低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す

が
、
８
月
30
日
く
ら
い
か
ら
熊

野
川
上
流
で
か
な
り
の
雨
が

降
っ
て
い
た
の
で
、
警
戒
は
し

て
い
ま
し
た
。
９
月
３
日
の
午

荘
し ょ う じ

司 健
たけし

 さん
　（北檜杖地区）

❾

Profile
鮒田区長。台風時、自
主防災の会長と連携し、
鮒田区民の避難を率先
して指示・誘導する。

Profile
成川下地地区の前町内会
長。自主防災にも積極的
に参加し、地域のため防
災対策に尽力する。

Profile
山師であり、熊野川の
船頭でもあるため、熊
野地域の自然について、
熟知している。

鮒田水門も浸水し、家屋や車などが流されて
しまう。（写真提供：東口高士さん　９月４日　９時 33 分）

山口和洋さんの自宅前の写真。
（写真提供：山口和洋さん　９月４日　７時 15 分）

●❼

●❽

●❾

Interview　それぞれの体験記録

Yamaguchi Kazuhiro

Higashiguchi Takashi

Shouji Takeshi

荘司 健さん
（北檜杖）

東口高士さん
（鮒田）

山口和洋さん
（成川下地）

●❹
●❻

●❺

●❶

●❷

●❸
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台
風
12
号
は
記
録
的
な
豪
雨
と

土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
、
一
人
の

尊
い
命
を
失
い
、
い
ま
だ
一
人
の

行
方
が
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
、
そ
の
ご
遺
族
の

皆
様
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
住
民
の

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
災
害
に
際
し
て
の

当
署
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
相
野
谷
川
が
氾
濫
し
、
周

辺
住
民
の
方
々
か
ら
悲
痛
な
救
助

要
請
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
刻
を
争
う
緊
迫
し
た
事
態
と
判

断
し
、
直
ち
に
ボ
ー
ト
に
よ
る
救

出
・
救
助
活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。

現
場
は
、
真
っ
暗
闇
で
、
暴
風
雨

の
中
、
わ
ず
か
に
見
え
る
電
柱
の

頭
を
目
印
に
、
ボ
ー
ト
を
操
る
な

ど
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
状
況
の
な
か
、
町
役
場
・
消
防
署
・

消
防
団
の
方
々
、
応
援
に
駆
け
つ

け
た
警
察
本
部
機
動
隊
員
と
と
も

に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
を
助
け

た
い
と
い
う
思
い
で
、
夜
を
徹
し

て
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
未
曽
有

の
被
害
の
中
で
、
地
域
住
民
の
皆

様
の
「
安
心
・
安
全
」
に
少
し
は

応
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

　

台
風
12
号
に
伴
う
雨
は
、
９
月

３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
記
録
的

豪
雨
と
な
り
、
紀
宝
町
は
も
と
よ

り
、
紀
伊
半
島
全
体
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

予
想
を
超
え
る
雨
量
に
よ
り
、

相
野
谷
川
が
氾
濫
し
た
た
め
、
午

後
６
時
18
分
に
１
１
９
番
通
報
が

入
電
し
、
紀
宝
分
署
か
ら
鮒
田
地

区
水
門
付
近
へ
救
助
出
場
し
ま
し

た
。
鮒
田
地
区
の
家
屋
は
す
で
に

２
階
付
近
ま
で
浸
水
し
て
お
り
、

依
然
、
水
位
は
上
昇
傾
向
で
あ
っ

た
た
め
、
ボ
ー
ト
に
よ
る
救
助
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

河
川
の
氾
濫
は
拡
大
し
、
大
里
・

井
内
地
区
も
浸
水
、
熊
野
川
の
氾

濫
に
よ
り
鮒
田
水
門
上
の
道
路
も

冠
水
、
高
岡
地
区
の
輪
中
堤
内
も

浸
水
と
な
り
、
続
々
と
１
１
９
番

通
報
が
入
電
す
る
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
熊
野
市
消
防
署
、
御

浜
分
署
、
紀
和
分
署
か
ら
も
応
援

出
場
し
、
紀
宝
町
内
に
消
防
隊
員

を
集
結
さ
せ
、
尾
鷲
消
防
署
か
ら

も
ボ
ー
ト
を
借
用
す
る
な
ど
し

て
、
浸
水
地
区
の
救
助
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
３
日
か
ら
４
日
の

朝
に
か
け
、
２
４
７
件
の
１
１
９

番
通
報
が
入
電
し
、
消
防
力
を
大

い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
活
動
を
早

期
に
で
き
た
の
は
、
町
役
場
を
始

め
関
係
者
の
方
々
と
の
協
力
体
制

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
ま

さ
に
地
域
の
「
安
心
・
安
全
」
を

担
う
各
機
関
が
有
機
的
に
連
携
で

き
た
こ
と
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
大
地
震
・
大
津
波

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今
後

一
層
、
町
役
場
・
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
深
め
、
防
災
対
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
、
紀
宝

町
民
の
皆
様
が
犯
罪
や
交
通
事
故

に
よ
る
被
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
等
を
一
層
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

係
な
く
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て

い
か
な
れ
ば
と
い
う
考
え
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
み
ん
な
の
力
が
必
要
な
の
で

す
。
そ
ん
な
な
か
、
御
浜
町
や
紀
北
町
の
消
防
団
員

が
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
も
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
で
す
。
紀
宝
町
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
を
借

り
て
、
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
災
難
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
仕
事
と
し
て
は
、
避
難
の
呼
び
掛
け
が

一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
、
全

員
に
避
難
し
て
も
ら
う
の
は
非
常
に
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
ま
ず
、
自
分
が
助
か
る

こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
と
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

自
分
が
助
か
っ
た
ら
、
次
に
お
互
い
助
け
合
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
無
駄
足
に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
、

明
る
い
う
ち
に
早
め
に
避
難
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
夜
の

救
助
活
動
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
半
減
し
ま
す
し
、
水
が

増
え
て
く
る
と
身
動
き
が
と
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
周
り
が
見
え
る
明
る
い
う
ち
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
こ
と
は
、
絶
対
に
忘
れ
ず
に
、
今
後
に
活い

か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
紀
宝
町
消
防
団
と
し

て
も
、
消
防
組
織
の
強
化
を
図
り
、
近
隣
の
消
防
団

と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、

ま
た
、
町
内
に
あ
る
34
の
自
主
防
災
組
織
と
連
携
も

深
め
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

町
に
は
、
１
７
９
名
の
消
防
団
員
が
い
ま
す
。
今

回
、
多
く
の
消
防
団
員
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
出
て

く
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
活
動
は
、
救
助
活
動
で
し
た
。
そ
の
後
は
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
捜
索
活
動
、
給
水
活
動
、
災

害
ご
み
の
管
理
、
避
難
所
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
現
場
を
見
た
と
き
、
理
屈
抜
き
で
い
ろ
ん

な
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

日
々
前
進
す
る
た
め
に
、
消
防
団
と
い
う
こ
と
は
関

無
駄
足
に
な
っ
て
も

す
ぐ
に
避
難
し
て
欲
し
い

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め

よ
り
一
層
の
防
災
対
策
を
進
め
る

今
回
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
っ
て

Kogishi Nobuhisa
Interview

Mukai Osamu 
Interview

Saraie Masaru
Interview

Profile
昭和 45 年度会郡度会町生まれ。
平成２年に三重県警察官を拝命。
平成 23 年から紀宝警察署生活
安全課長として勤務している。

Profile
昭和 43 年熊野市紀和町生ま
れ。平成９年に熊野市消防本部
に入署。平成 21 年から紀宝分
署分隊長として勤務している。

Profile
昭和 22 年紀宝町井田生
まれ。昭和 54 年５月に
紀宝町消防団に入団し、
平成 23 年４月から消防
団長として尽力する。

紀宝警察署生活安全課長

小
こ ぎ し

岸　伸
の ぶ ひ さ

久 さん

熊野市消防署紀宝分署分隊長

更
さ ら い え

家　賢
ま さ る

 さん

紀宝町消防団長

向
む か い

井　治
お さ む

 さん

き
く
上
回
る
災
害
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

近
年
の
地
球
規
模
で
の
異
常
気

象
や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

の
発
生
等
、
今
後
も
消
防
力
を
上

回
る
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
紀
宝
分
署
と
し
ま
し
て
は
、

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
、
各
関
係

機
関
と
協
力
し
、
早
め
の
避
難
を

呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
未
然

に
１
人
で
も
多
く
の
住
民
の
方
に

危
険
が
お
よ
ば
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
は
、
我
々
消
防
職

員
に
と
っ
て
も
想
像
を
超
え
る
大

災
害
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

台
風
12
号
や
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
こ
の
現
実
を
、
時
間
の

経
過
と
共
に
忘
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
く

持
ち
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

Interview　それぞれの体験記録
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断
水
状
態
に
あ
っ
た
紀
宝

町
に
対
し
、
災
害
直
後
の
９

月
４
日
か
ら
、
県
内
外
か
ら

給
水
車
に
乗
っ
て
即
座
に
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
み
な

さ
ん
へ
飲
料
水
の
配
給
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
水
道

施
設
に
お
い
て
は
、
関
係
各

位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
早
期

に
断
水
状
態
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

台
風
で
発
生
し
た
災
害
ご
み

は
、
紀
宝
町
の
年
間
排
出
量
の

数
年
分
に
な
る
ほ
ど
の
想
像
を

超
え
る
量
で
し
た
が
、
応
援
に

来
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
、
早
期
に
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

支
援
物
資
も
全
国
各
地
か
ら
、

食
料
や
日
用
品
・
衣
類
な
ど
が

た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

送
っ
て
い
た
だ
い
た
物
資
は
、

自
主
防
や
民
生
委
員
な
ど
を
通

し
て
、
避
難
所
や
要
援
護
者
な

ど
へ
、
く
ま
な
く
迅じ

ん
そ
く速
に
支
給

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
義
援
金
も
全
国
各
地

か
ら
寄
せ
ら
れ
、
11
月
18
日
現

在
で
、
２
千
６
百
万
円
を
超

え
る
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
義
援
金
は
、
被
災
さ
れ

た
方
の
生
活
再
建
の
援
助
金

と
し
て
、
配
分
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、

炊
き
だ
し
や
足
湯
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
、
紀
宝
町
を
元
気
づ

け
る
共
助
の
光
景
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
の
紀
宝
町
は
、
全
国
各
地

か
ら
届
け
ら
れ
た
物
心
両
面
か

ら
の
温
か
い
支
援
と
、
お
互
い

を
思
い
や
る
優
し
い
気
持
ち
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
支
え
合
う
こ

こ
ろ
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
紀
宝
町
、
ま
た
日
本

を
明
る
く
し
、
復
興
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

紀
宝
町
は
、
台
風
12
号
の

影
響
に
よ
り
、
過
去
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
深
刻
な
状
態
に

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
災
害
直
後
か

ら
、
全
国
各
地
か
ら
優
し
い
支
援

の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
に
開
設
さ
れ
た
紀

宝
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
元
の
方
を
は
じ

め
、
遠
く
は
北
海
道
な
ど
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
み
な
さ
ま
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
月
16
日

の
閉
所
日
ま
で
の
42
日
間
で
、

延
べ
５
，
３
１
４
人
の
方
に
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
家
屋
・
敷

地
内
の
泥
出
し
や
、
家
具
の
運

び
出
し
、
ご
み
の
整
理
、
掃
除

な
ど
、
早
期
の
生
活
復
興
に
向

け
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
・
県
を
は
じ
め
各

種
団
体
か
ら
も
、
数
多
く
の

方
々
が
支
援
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

支え合うこころ
やさしい気持ちに紀宝町は支えられている
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04. 県や各市町などのみなさんに、給水活動をしてい
ただきました。05. 避難所前では、温かい料理を振る
舞う炊き出しも行われました。06. 東日本大震災で被
災した宮城県七ヶ浜町から、応援メッセージ付きのカ
エルちゃん人形が100体贈られました。人形には、「必
ず元のまちにカエル」という願いも込められています。

01. 土砂や流木に覆われてしまった飛雪
の滝周辺を清掃するボランティアのみな
さん。02. 全国から支援物資が数多く届
けられました。03. 紀宝町災害ボランティ
アセンターに連日多くの方が、紀宝町の
復興のために駆けつけてくださいました。

支
え
合
う
こ
こ
ろ
が

　

 

復
興
へ
と
つ
な
が
る

01

0204

0305

小
お ぐ ら

椋 愛
あ い り

莉 さん
相賀小学校児童会長

　－ Interview －

三重県紀北町立相
あ い が

賀小学校
の児童会から、被災した成
川小学校と相野谷小学校の
ためにと、児童会で集めた
多額の義援金を寄付してい
ただきました。

　７年前の台風 21 号で、
相賀小学校の１階が浸水
する水害にあったとき、
多くのみなさんに支援し
てもらいました。今度は
私たちの番だと思い、児
童会で話し合い、義援金
を一生懸命集めました。
紀宝町の一日も早い復興
を願っています。

今度は私たちの番！

　－ Interview －

　家は、鵜殿駅の裏にある
のですが、今回の台風で浸
水してしまい、この際、解
体しようと思っています。
　今年、主人が亡くなり、
どうしても片づけられなく
て、無理だと思っていまし
た。しかし、ボランティア
さんに２回も入っていただ
き、あっという間に片づけてくれました。本当に
助かりました。このことは一生忘れません。
　今回の災害で、私は、自分一人では生きてはい
けず、たくさんの人たちの支えによって、生きて
いられるんだと、つくづく感じました。いろいろ
大変でしたが、今一度、感謝の気持ちを持って、
これからもがんばって生きていこうと思います。
本当にありがとうございました。

伊
い ず た

豆田 裕
ゆ う こ

子さん
（鵜殿地区）

感謝の気持ちでいっぱいです！

支援　　　人　された 支援　　人　　　した　

06

紀宝町の復興のために届いた、優しい気持ち 　（11 月 18 日現在）

◆ 紀宝町災害ボランティア登録者総数　　　　　　  　　５，３１４　人
◆ 紀宝町台風 12 号災害義援金額  　　　　 　２６，７７３，９４１　円
◆ 支援団体

国土交通省中部地方整備局／国土交通省中部地方整備局紀勢国道事務所／国土交通省近畿地方整備局／国土交通省近畿地方整備
局紀南河川国道事務所／海上保安庁・尾鷲海上保安部／陸上自衛隊／三重県／企業庁／三重県警察本部・紀宝警察署／桑名市／
いなべ市／四日市市／鈴鹿市／伊賀市／亀山市／名張市／津市／松阪市／伊勢市／鳥羽市／志摩市／尾鷲市／熊野市／木曽岬町
／東員町／菰野町／朝日町／川越町／多気町／玉城町／明和町／度会町／大台町／南伊勢町／大紀町／紀北町／御浜町／香肌奥
伊勢資源化広域連合／菊狭間環境整備施設組合／川越町組合立クリーンセンター／伊勢広域環境組合／自治労三重県本部／紀北
町消防団／御浜町消防団／中日本高速道路㈱／北越紀州製紙㈱／㈱奥村組／みえ清掃事業協議会／三重県医師会／紀南医師会／
三重県歯科医師会南紀支部／歯科衛生士会尾鷲南紀支部／社団法人三重県栄養士会／紀宝町建設業組合／紀宝町水道組合／県内
小中学校／市町教育委員会／県教職員組合／志摩ＪＣ／中部緊急防災協会／朝日町川越町組合立環境クリーンセンター／ NPO
地球環境共生ネットワーク／三重県環境整備事業協同組合／社団法人三重県産業廃棄物協会　　ほか多数のみなさん　（順不同）
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力
い
た
だ
い
た
自
衛
隊
、
警

察
、
消
防
、
消
防
団
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
皆
さ
ま
に
、
深

く
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
直
後
か
ら
、
献
身

的
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
国

や
県
、各
市
町
、各
種
団
体
の
方
々

を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
駆
け
つ

け
、
被
災
地
で
汗
を
流
し
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
や
、
救
援
物
資
、
義
援
金
、

見
舞
金
な
ど
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

未
曽
有
の
災
害
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
危
険
が
せ
ま
る
な
か

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
い
か
に

適
切
か
つ
安
全
に
避
難
し
て
い

た
だ
く
か
、
避
難
の
判
断
、
情

報
の
伝
達
方
法
、
避
難
者
の
把

握
な
ど
、
発
災
前
・
発
災
時
・

発
災
後
の
各
段
階
に
お
い
て
、

課
題
も
い
く
つ
か
見
え
て
き
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
課
題
を
解

決
し
、
減
災
に
努
め
、
私
た
ち

の
子
ど
も
や
子
孫
の
世
代
に
も

誇
れ
る
よ
う
な
、
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
地
域
の
形
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
ま
で
の
道
の
り
は
決
し

て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
、
町
議
会

を
は
じ
め
、
関
係
団
体
等
と
共

に
力
を
合
わ
せ
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
や
、
い
ま
な
お
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
の
生
活
が
早
期
に
再
建
さ

れ
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

今
こ
そ
、地
域
力
を
集
結
し
、

絆き
ず
なを
深
め
、
お
互
い
助
け
合
う

共
助
の
精
神
で
、
こ
の
困
難

に
打
ち
勝
と
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
一
日
も
早
い
復
興

と
元
気
な
紀
宝
町
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
皆
さ
ま
と
一
丸

と
な
っ
て
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今こそ、地域力

濁
流
に
襲
わ
れ
、
根
こ
そ
ぎ
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
桜

そ
ん
な
桜
が
、
季
節
外
れ
に
も
関
わ
ら
ず

ま
る
で
、
み
ん
な
を
勇
気
づ
け
る
か
の
よ
う
に

見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た

こ
の
桜
の
よ
う
に
、
も
う
一
度
私
た
ち
も
立
ち
上
が
り

花
を
咲
か
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

復
興
桜

　

台
風
12
号
は
、
９
月
２
日
か

ら
４
日
に
か
け
て
の
記
録
的

な
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫

や
土
砂
崩
れ
な
ど
を
多
数
発

生
さ
せ
、
１
０
０
０
棟
を
超

え
る
家
屋
が
浸
水
す
る
な
ど
、

過
去
に
例
を
み
な
い
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
一
人
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
、
今
も
な
お
、
お

一
人
の
方
が
行
方
不
明
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方

と
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
、
謹
ん

で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ

れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
台
風

の
影
響
に
よ
り
、
一
時
は
、
道

路
や
水
道
、
電
話
な
ど
全
て
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た
れ
、
日

常
生
活
に
お
い
て
多
大
な
ご

不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
夜
問
わ
ず
、
救
助
活
動
、

捜
索
活
動
、
復
旧
活
動
に
ご
尽

一
日
も
早
い
復
興
に
向
け

　
　 

全
力
で
取
り
組
み
ま
す

未来へ向かって
減災による、安全・安心のまちづくり

後世へとつなぐ記録07

紀宝町長　西
に し だ

田 健
け ん
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台風 12 号による

被災に関する 各種支援等について

1 家屋被害認定調査について

　台風 12 号により被害を受けた世帯で、居住し
ていた家屋が床上浸水以上の世帯を対象に実施し
てきました家屋被害認定調査（被災者生活再建支
援法の適用を受け、内閣府「災害の被害認定基準」
に基づく調査）について、まだ調査を受けていな
い方は、紀宝町役場総務課までご連絡ください。

調査期限は、12 月 28 日までです。なお、この
家屋被害認定調査の判定結果に関する不服の申し
立ては、平成 24 年 1 月 31 日までとさせていた
だきます。
▶詳しくは、役場総務課（☎３３―０３３３）ま
でお問い合わせください。

　台風 12 号による災害により、居住する住宅が
全壊するなど、生活基盤に著しい被害を受けた
世帯に対し、生活の再建を支援するために支援
金が支給されます。申請手続きが済んでいない
方はご利用ください。

１．対象・支給金額　
　【A】基礎支援金（住宅の被害の程度に応じて
支給する支援金）と【B】加算支援金（住宅の再
建方法に応じて支給する支援金）の合計額

（表②参照）
２．申請期限　（基礎支援金と加算支援金は分け
て申請することができます）
　【A】基礎支援金：平成 24 年 10 月１日まで
　【B】加算支援金：平成 26 年 10 月１日まで
※注意１
　対象要件となる半壊・敷地被害（解体）につい
て、住宅が「半壊」または「大規模半壊」の罹災
証明書を受け、住宅の敷地に被害が生じるなどし
て、そのままにしておくと危険であったり、修理
するにはあまりにも高い経費がかかるため、やむ

を得ず解体した場合、「全壊」として申請手続き
ができ、国の審査が受けられます。

（例）
・補修費用が高額であり、解体する方が安価であ

る場合
・住居に流入した土砂を撤去する場合や、耐え難

い悪臭のため解体する場合
・そのまま放置すると、他の被害を起こす可能性

がある場合
・敷地の補修のため、解体せざるを得ない場合
・賃貸住宅の所有者（家主）により被災した物件

が取り壊された場合　　
　これらに該当する場合は、そのことを証明する
ために「滅失登記簿謄本」または「取り壊し証明
書（解体業者発行）」と「解体前後の写真」の提
出が必要です。
※注意２
　【B】加算支援金の「補修」について、賃貸住宅（借
家）の場合、補修は本来、所有者が行うべきですが、
被災した貸借人本人が補修した場合も加算支援金
の対象となります。（全壊・大規模半壊に限る）

2 被災者生活再建支援金について ② 

② 被災者生活再建支援金の支給（国の制度）　【対象：全壊・大規模半壊・（半壊※注意１）】

▶詳しくは、役場総務課（☎３３―０３３３）までお問い合わせください。

【A】　基礎支援金　※① 【B】　加算支援金　※①

罹災の状況 支援額 再建方法 支援額

全壊
大規模半壊
半壊・敷地被害（解体）※②

100 万円
50 万円

100 万円

建設・購入
補修
賃借　※③

200 万円
100 万円
50 万円

表②　対象・支給金額

※①単身で居住していた場合は、それぞれ 3/4 の額の支給となります。
※②半壊・敷地被害は、住宅をやむを得ず解体した場合に限ります。これらに該当する場合は事前にご相談ください。
※③いったん住宅を賃借した後、自ら居住する住宅を建設・購入（または補修）する場合、加算支援金は合計で

200（または 100）万円となります。

災害復興情報 ～みんなでがんばろう～

2 被災者生活再建支援金について ①

　台風 12 号災害により被災された住宅が多く発
生したことから、三重県の財政支援を受け、こ
れまでの町見舞金制度にかわり、「紀宝町被災者
生活再建支援金」を制度化し、支給することに
なりましたのでご案内します。

１．支給対象世帯
①支援金の支給対象は、平成 23 年台風 12 号発

災時に紀宝町に居住し、被害を受けた世帯とし、
世帯主に対して支給するものとする。

※複数世帯が同居しており、生計が別の世帯はそ
れぞれの世帯で支給できる場合がありますので
ご相談ください。

②対象となる被害の程度は、半壊または床上浸
水とする。

２．支援金の支給額
　支援金の支給額は、災害の程度、世帯構成員数
に応じて下記の表に基づき支給します。（表①参照）
３．届出書類
①「紀宝町被災者生活再建支援金支給申請書」
②罹災証明書
③住民票…役場税務住民課にて発行（手数料不要）
４．受付期限　
　平成 23 年 12 月 16 日（金）まで
５．受付場所　
　役場福祉課
６．その他　　
　調査結果が「半壊」で、やむを得ず家屋を取り
壊し「全壊」申請中の方は判定決定後、支給いた
します。（25㌻の※注意１を参照してください。）

 ① 紀宝町被災者生活再建支援金の支給　【対象：半壊・床上浸水】

区分 住宅被害世帯 支援金

複数世帯
※世帯の構成員が複数

半壊世帯 350,000 円

床上浸水世帯 250,000 円

単数世帯
※世帯の構成員が単数

半壊世帯 262,500 円

床上浸水世帯 187,500 円

▶詳しくは、役場福祉課（☎３３―０３３９）までお問い合わせください。

表①　支援金の支給額表
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台風 12 号による

被災に関する 各種支援等について

4 その他

災害復興情報 ～みんなでがんばろう～

　台風 12 号の被害の影響により、不安感、被災
後の環境の変化、連日の後かたづけによる疲労や
ストレスなどで、こころと体に不調がおきていま
せんか？
　そこで、紀南医師会の先生による健康相談を右記
のとおり行います。この機会にぜひご相談ください。
▶申し込みなど詳しくは、保健センター（☎３２
－３７００）までお問い合わせください。

日時　① 12 月４日（日）　午後１時 30 分～
　　　担当：熊野病院長　福田衆一医師
　　　　　　紀南病院　　中前範子医師
　　　②平成 24 年１月 15 日（日）午後１時 30 分～
　　　担当：紀南病院　　中前範子医師
場所　保健センター（神内）
内容　医師による「こころと体の健康相談」
料金　無料（①②両日とも、各医師先着５名）

❶ こころと体の健康相談のお知らせ

　戸別受信機を設置していない世帯および町内事
業所を対象に、戸別受信機（防災ラジオ）の配布
を９月から行っていましたが、台風 12 号により、
多くの世帯が被害を受け、戸別受信機も、使用不
能となった世帯が数多くあると思われます。
　そのため、現に戸別受信機を設置していない
世帯、戸別受信機が故障し使用不能となってい
る世帯および町内事業所につきましては、戸別

受信機（防災ラジオ）を無料（１台のみ）で貸
与します。電話にてお申し込みください。すで
にお申し込みされている方につきましては、再
度のお申し込みは不要です。
　なお、現在、戸別受信機（防災ラジオ）の在庫
に限りがあるため、製作発注しています。配布を
行うまでには２～３か月程度の時間を要しますの
で、ご了承のうえ、お申し込みください。

▶詳しくは、役場総務課防災対策係（☎３３―０３３５）までお問い合わせください。

❷ 町防災行政無線戸別受信機（防災ラジオ）の配布について

3 義援金の１次配分について

　台風 12 号災害に対し義援金をお寄せいただい
た皆さまには心から厚くお礼申し上げます。
　皆さまの温かいお気持ちと一緒に届けられた
義援金を有効に配分するため、11 月 10 日、紀
宝町台風災害義援金配分委員会（委員長・二村
特別参与）を開催し、１次配分を決定しました。
その結果と、三重県で決定された義援金とを合
わせて、次のとおり配分させていただきます。

１．配分の対象
①人的被害
　台風 12 号による死者、行方不明者及び重傷者
②物的被害

台風 12 号による内閣府被害認定基準調査結果
区分（全壊、大規模半壊、半壊、床上浸水）

２．配分額
　表① 台風 12 号災害義援金配分一覧表のとおり

３．対象者への配分方法等
①対象者への配分方法

口座振込（被災者生活再建支援金および町見
舞金で申請手続きされた口座に振り込みさせ
ていただきますので、義援金の申請手続きは
特に必要ありません。）
※被災者生活再建支援金および町見舞金の申
請手続きがお済みでない方は、手続きをお早
めにお願いします。

②配分時期
第１回支給日：12 月５日（月）

（以降については随時支給を行います）
③その他

人的被害と物的被害の両方を被った方には、
両方分を配分しますので、治療に１か月以上
を要する重傷者の方は、診断書を提出してく
ださい。

 台風 12 号災害義援金の１次配分が決まりました

▶詳しくは、役場福祉課（☎３３―０３３９）までお問い合わせください。

表① 台風 12 号災害義援金配分一覧表

死者・行方不明者 重傷者 全壊・流失 半壊（大規模半壊含） 床上浸水

三重県 100,000 円 50,000 円 100,000 円 50,000 円 ー

紀宝町 100,000 円 50,000 円 50,000 円 20,000 円 20,000 円

合　計 200,000 円 100,000 円 150,000 円 70,000 円 20,000 円

　町では、防災行政無線放送の難聴地区解消対策のひとつとして、自宅電話や携帯電話からフリーダイヤル
により、放送内容を確認できるシステム（音声応答装置）を導入しています。
　放送の内容が聞きづらい、わからないときは、フリーダイヤルで同じ放送を聞くことができます。

▶詳しくは、役場総務課防災対策係（☎３３―０３３５）までお問い合わせください。

❸ 防災行政無線が電話で確認できます

フリーダイヤル電話番号（無料）

☎０１２０－３３４－１１９
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便所（園児用） ホール 保育室 多目 的ホール（遊戯室）

紀宝町立井田保育所建設概要

位　　置：紀宝町井田 1609 番地 6

敷地面積：２，７３６㎡

構　　造：木造　２階建

延床面積：８３０. ５㎡

総事業費：２４８, ６７５千円

　　　　  （建築費１７０, １６３千円）

DATA

豊
か
な
ふ
れ
あ
い
空
間　

多
世
代
間
交
流

　

井
田
保
育
所
の
新
園
舎
竣
工

式
が
、
11
月
７
日
、
同
所
で
行

わ
れ
、
西
田
町
長
や
町
議
会
議

員
、
井
田
区
長
、
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
長
、
保
護
者
代

表
な
ど
約
35
人
が
参
列
し
、
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

井
田
保
育
所
は
、
昭
和
46
年

建
設
以
来
40
年
の
長
き
に
わ
た

り
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
、
耐
震
性
等
が

憂ゆ
う
り
ょ慮
さ
れ
る
な
か
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に

考
え
、
建
て
替
え
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
式
で
は
、
西
田
町
長

式
辞
の
あ
と
、
設
計
主
や
施
工

主
ら
６
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
建
設
さ
れ
た
井
田
保
育
所

は
、
木
の
香
り
漂
う
あ
た
た

か
み
の
あ
る
園
舎
で
、
木
造
２

階
建
、
延
床
面
積
８
３
０
・
５

平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
旧
保
育
所

に
比
べ
４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

程
大
き
く
、
園
庭
に
は
、
憩
い

の
広
場
や
菜
園
等
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、多
目
的
ホ
ー
ル
、保
育
室
、

ほ
ふ
く
室
は
採
光
を
多
く
取
り

入
れ
た
、
明
る
く
開
放
感
が
あ

る
間
取
り
で
、
爽
や
か
な
自
然

の
風
が
い
つ
も
通
り
抜
け
、
清

潔
な
室
内
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ホ
ー
ル
に
は
、
魚
た
ち

が
海
底
を
通
り
抜
け
る
イ
メ
ー

ジ
で
つ
く
ら
れ
た
、
遊
び
心

た
っ
ぷ
り
の
お
さ
か
な
ト
ン
ネ

ル
や
、
サ
ン
ゴ
の
図
書
室
が
あ

り
、
２
階
の
テ
ラ
ス
か
ら
は
、

広
大
で
光
き
ら
め
く
太
平
洋
や

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
集
い
遊

ぶ
園
庭
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

本
年
７
月
に
開
所
し
た
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
亀き

ら
く
え
ん

楽
苑
」

が
隣
接
し
て
お
り
、
保
育
所
の

完
成
を
契
機
に
子
ど
も
た
ち
と

高
齢
者
、
地
域
と
の
多
世
代
間

交
流
が
で
き
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。
家
族
や
地
域
社
会
の
変

化
に
と
も
な
っ
て
、
高
齢
者
や

子
ど
も
な
ど
世
代
の
異
な
る
者

同
士
が
関
わ
る
機
会
が
減
っ
て

い
く
な
か
、
日
常
的
な
交
流
が

自
然
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
高
齢
者
が
子
ど
も
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
表
情
が
和

み
、
子
ど
も
た
ち
も
高
齢
者
に

対
す
る
思
い
や
り
の
心
が
育
ま

れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
豊
か

な
ふ
れ
あ
い
空
間
の
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
が
、
伸
び
伸
び
と

健
や
か
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

保育所の隣には、「亀楽苑」が
あり、多世代間交流ができる
環境が整っています。

井田保育所を新設

地元木材をふんだんに使った

An Ida day nursery

ほふく室、保育室園庭竣工式（11 月７日）
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開設日 会場 開設時間
12月12日

（月）
大里多目的集会施設 10：30 ～ 12：00
旧矢渕中学校浅里分校 14：00 ～ 15：30

12月13日
（火）

中村多目的集会施設 10：30 ～ 12：00
下地生活改善センター 14：00 ～ 15：30

12月14日
（水）

高岡老人憩いの家 10：30 ～ 12：00
鮒田構造改善センター 14：00 ～ 15：30
紀宝町役場本庁舎 14：00 ～ 15：30

◆ 雑損控除説明会日程表

　通学する小学校を選択できます

学校名 学区

井田小学校、神内小学校、成川小学校、
相野谷小学校、鵜殿小学校

町内在住者選択区

相野谷中学校
大里・井内・桐原・平尾井・阪松原（高岡・北檜杖・
瀬原・浅里は相野谷中学校・矢渕中学校の選択区）

矢渕中学校 井田・神内・成川・鮒田・鵜殿

表①　町立小・中学校の学区一覧

　紀宝町教育委員会では、町立小学校への通学
区域を緩和し、通学する学校を自由に選択でき
る制度を導入しています。これにより、町内に
住所を有する小学校および中学校の来年度入学
者は、表①の学区一覧のとおりです。
　現住所地以外の区域の小学校を希望される保
護者は、次に従って、町教育委員会に申し出て
ください。なお、中学校は従来どおりです。

◆平成 24 年度小学校入学予定者
　平成 24 年 1 月の初旬に、「入学通知書」を
町教育委員会から配付します。通知書以外の学
校への入学希望者は、１月 20 日（金）までに
町教育委員会へ申し出てください。

◆在学児童
　現在、町内小学校に在学している児童で、現
学校以外へ進級を希望する場合は、原則として
次年度４月１日からとします。希望する場合
は、12 月 22 日（木）までに、町教育委員会
まで申し出てください。
※進学および進級等の通学手段の確保は、保護
者の責任において行ってください。
◆町内中学校への進学
　中学校への進学は、従来どおり表①学区一覧
のとおりで、学区は緩和されていません。

▶詳しくは、町教育委員会学校教育課（☎３３
－０３４１）までお問い合わせください。

　紀宝町教育委員会では、勤労者の負担軽減の
ため、東海労働金庫と協調して、教育資金の貸
付制度を設けています。

◆融資対象者
・紀宝町の住民基本台帳に登録され、引き続

き１年以上居住している方
・年間所得金額が、1,000 万円以下の方
・納期到来分の町税等を完納している方

◆用途
　町内に居住する勤労者、およびその親族の教

育に必要な資金

　災害により住宅や家財などに損害を受けたと
きは、確定申告で、「所得税法」に定める雑損
控除の方法か、「災害減免法」に定める税金の
軽減免除による方法のどちらか有利な方法を選
ぶことによって、所得税の全部または一部を軽
減することができます。なお、受け取った保険
金などは、損失額から差し引かれます。所得税・
町県民税が非課税の方については申告の必要は
ありません。
　尾鷲税務署、紀宝町役場では、所得税・町民
税の雑損控除についての説明会を、右記のとお
り実施しますので、ぜひご来場ください。

◆融資額
　10 万円以上 200 万円以下の 10 万円単位
◆融資利率
　年 2.35％（平成 23 年度現在）
　ただし、５年目以降は、東海労働金庫の定め

る利率
◆融資期間
　15 年以内とし、最長４年以内の間で元金据

置期間を設けるものとする
▶申し込みなど詳しくは、東海労働金庫熊野支
店（☎０５９７－８５－４５８８）までお問い
合わせください。

▶詳しくは、尾鷲税務署（☎０５９７－２２－
２２２２）、または役場税務住民課（☎３３－
０３３７）までお問い合わせください。

　勤労者向け協調融資制度のご案内 　所得税・町民税の雑損控除説明会の日程について

　子ども手当の新しい制度が始まります

　10 月１日より、子ども手当の新しい制度が
始まりました。これにより平成 23 年 10 月分
～平成 24 年３月分の子ども手当が、次のよう
に支給されます。
　これまで手当を受け取っていた方も含め、全
ての方について申請が必要になりますので、お
忘れにならないようにお願いします。
　なお、平成 24 年４月分以降については未定
です。詳細がわかり次第、お知らせします。

１．支給対象
　中学校卒業まで（15 歳に達した後、最初の
３月 31 日まで）の子どもを養育している方

２．支給額

３．支給時期

　10 月分以降の手当を受け取るためには、認
定請求書の提出が必要です。なお、公務員の方
は勤務先で申請してください。
　これまで手当を受給していた方で、引き続き
手当の支給要件に該当する方には、11 月中に
認定請求書を送付しています。
※認定請求書が送付されていない方は、役場福
祉課までご連絡ください。

▶詳しくは、役場福祉課（☎３３－０３３９）
までお問い合わせください。

子どもの年齢 子ども手当月額

３歳未満 15,000 円

３歳以上
小学校修了前

第１子
第２子

10,000 円

第３子以降 15,000 円

中学校 10,000 円

制度 支給時期 支給対象月

旧制度 平成 23 年
　　 10 月

平成 23 年６月～平成 23
年９月分（４か月分）

新制度

平成 24 年
        ２月

平成 23 年 10 月～平成 24
年１月分（４か月分）

平成 24 年
        ６月

平成 24 年２月～平成 24
年３月分（２か月分）
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独
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宝
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い
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設
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業
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工
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に
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費
用
の
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、

９
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限
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額
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今
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マ

撤
去
費
補
助
な
ど
で
事
業
を
推
進

浄
化
槽
本
体
工
事
の
負
担
額
は

５
人
槽
で
１
６
５
，
５
０
０
円

　

同
事
業
に
よ
る
の
浄
化
槽

設
置
で
は
、
表
①
の
設
置
に

か
か
る
分
担
金
を
負
担
い
た

だ
く
と
、
浄
化
槽
本
体
の
設

置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
台
所
や
風
呂
、
洗

面
所
な
ど
か
ら
浄
化
槽
ま
で

の
流
入
管
工
事
に
つ
い
て
は
、

申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

同
事
業
に
よ
る
浄
化
槽
設

置
で
は
、
個
人
設
置
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
た
と
き
と

比
べ
る
と
、
個
人
の
負
担
額

は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
浄
化
槽
の
入
れ
替
え

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生

課
（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄化槽の種別 分担金の額

５人槽 165,500 円

７人槽 208,340 円

10 人槽 276,800 円

11 人槽以上 環境衛生課まで
お問い合わせください

表① 浄化槽設置にかかる分担金の額

※分担金には、７条検査費用 8,000 円が含まれています。

町
内
17
か
所
で

　

開
設
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
の
発
行
業
務
な
ど
を

郵
便
局
に
委
託
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め
、
町
職
員

が
町
内
17
か
所
に
出
向
い
て
、

移
動
支
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。（
表
①
移
動
支
所
開
設
日

程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

お
住
ま
い
の
近
く
で
、
役
場

業
務
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
支
所
の
業
務
内
容

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
納
税

証
明
書
な
ど
の
申
請
受
付
事

務
（
交
付
は
後
ほ
ど
、
郵
送
か

職
員
が
直
接
お
届
け
し
ま
す
）

や
、
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税

の
収
納
事
務
、
役
場
へ
の
各
種

届
け
出
事
務
な
ど
を
受
け
付
け

ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民

課
（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お住まいの近くで、役場業務が利用できます シリーズ

移動支所をご利用ください

開設日 　会　　　場　 開設時間

月
曜
日

５日
12日
19日
26日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

６日
13日
20日
27日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

水
曜
日

７日
14日
21日
28日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５
永田青年クラブ １０：３０～１１：４５
井田公民館 １３：３０～１４：４５
地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

１日
８日
15日
22日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５
下地生活改善センター １０：３０～１１：４５
茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５
下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

２日
９日
16日

高岡老人憩の家 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

表① 12 月の移動支所開設日程

災
害
時
の
写
真
の
募
集
し
ま
す

被
害
状
況
等
の
記
録
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め

◆
提
供
に
関
す
る
遵
守
事
項

○
提
供
し
た
写
真
の
著
作
権

は
、提
供
者
に
帰
属
し
ま
す
。

た
だ
し
、
提
供
者
は
町
に
対

し
て
、
提
供
し
た
写
真
を
広

報
等
で
使
用
す
る
（
複
製
、

展
示
、
貸
与
、
出
版
を
含
む
）

権
利
を
無
償
で
許
諾
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

○
他
の
書
籍
や
サ
イ
ト
等
か
ら

無
断
コ
ピ
ー
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）し
た
写
真
や
動
画
な
ど
、

著
作
権
法
な
ど
法
令
に
抵
触

す
る
も
の
の
提
供
は
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整

課
（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
台
風
12
号
に
お
け

る
被
害
状
況
等
の
記
録
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
み
な
さ
ん

が
撮
影
し
た
災
害
時
の
紀
宝
町

の
写
真
や
動
画
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
や
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
ほ
か
、
携
帯

電
話
の
カ
メ
ラ
で
も
結
構
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
次

の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
ご
提
供

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
提
出
い

た
だ
く
際
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
、
撮
影
場
所
な
ど

写
真
等
の
説
明
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
先

①
持
参
ま
た
は
郵
送
の
場
合

　

紀
宝
町
役
場
企
画
調
整
課

（
紀
宝
町
鵜
殿
３
２
４
番
地
）

②
メ
ー
ル
の
場
合

　

koho@
tow

n.kiho.lg.jp

※
メ
ー
ル
で
提
出
の
場
合
は
、
件

名
を
「
災
害
写
真
の
提
供
」
と
入

力
し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
信
の
関
係
上
、
１

件
当
た
り
の
メ
ー
ル
送
信
容
量

を
５
メ
ガ
バ
イ
ト
以
下
と
し
て

く
だ
さ
い
。

世
界
遺
産
熊
野
川
の
被
災
地
復
興
支
援
と

三
反
帆
（
川
舟
）
乗
船
体
験

ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ジ
ャ
ー
で
三
重
の
自
然
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
催
日
時　

12
月
10
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
時
間　

午
前
９
時
40
分　

飛
雪
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場

※
現
地
へ
は
で
き
る
か
ぎ
り
乗

り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
は
、
紀
宝
町
役
場
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

30
名

内
容　

紀
宝
町
浅
里
地
区
の
公

共
施
設
・
河
川
等
の
清
掃
・
整

備
、
熊
野
古
道
（
宣
旨
帰
り
周

辺
）、
熊
野
川
河
川
敷
（
乗
船

場
周
辺
）
の
清
掃
・
整
備
活
動
。

三
反
帆
乗
船
体
験
（
川
丈
街
道

被
害
状
況
確
認
）

参
加
料
金　

１
人 

４
，
５
０
０

円
（
昼
食
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
代
込
み
）

申
込
締
切　

12
月
７
日
㈬
ま
で

申
込
先　

熊
野
川
体
感
塾
（
☎

21
―
０
３
１
４
）

▼
詳
し
く
は
「
美
し
国
お
こ

し
・
三
重
」
実
行
委
員
会
熊
野

地
域
事
務
所
（
☎
０
５
９
７
―

89
―
６
１
７
４
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
美う

ま

し
国
お
こ
し
・
三
重
」
で

は
、
人
と
自
然
の
“
絆
”
づ
く

り
を
目
指
し
、「
海
の
命
・
森
の

命
」
を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
レ
ジ
ャ
ー
で
三
重
の

自
然
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
来
年
１
月
ま
で

の
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
レ

ジ
ャ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
楽

し
く
活
動
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

熊
野
川
体
感
塾
で
は
こ
の

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ジ
ャ
ー
」
の

取
り
組
み
と
し
て
、
台
風
12

号
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
、

浅
里
地
区
の
復
興
支
援
活
動

や
熊
野
古
道
・
熊
野
川
河
川

敷
の
清
掃
と
、

「
三
反
帆
」
の

乗
船
体
験

を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く

だ
さ
い
。

～きれいな川を未来に残そう～　その�

（例）携帯で撮られた、水が引き始めた
ころの深田グラウンド前の写真
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Consumer

今月のテーマ

 ～災害を口実にした悪質商法に注意！～
今月も災害に関する悪質商法を紹介します。台風や地震などの災害の後には、災害に便乗した悪質商

法が横行します。色々な手口を知り、冷静な判断をするようにしてください。

▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４）までお問い合わせください。

◆三重県消費生活センター
【平日・日曜日】午前９時から午後４時まで☎０５９－２２８－２２１２

消費者トラブルに負けないぞ！！

● 災害に便乗した太陽光発電の訪問販
　 売にご注意！
　災害後､「停電に強い太陽光発電を設置してはどうか」
など災害に便乗した訪問販売が横行します。業者は、発
電量、売電額などの見込みについて、消費者に有利なこ
とばかり強調するセールストークで勧誘してきます。

【注意！】補助金の有無や補助金を受けることができる条
件、発電量や売電額の目安、必要な諸費用・設備等は、
自分でも情報収集を心がけ、業者の説明に問題がないか
確認することが大切です。また、購入を検討する場合は、
複数の業者から見積りを取るなどして比較検討し、十分
納得した上で契約しましょう。

● 災害を口実に訪問する金の買い取り  
　 サービスにご注意！
　「不要な貴金属を売ってほしい」「売却代金を義援金の
一部とするので貴金属を売ってほしい」などの相談が多
く発生しています。実際に、町内でも貴金属買い取り業
者が訪問していたとの情報があります。

【注意！】 不意に業者の訪問を受けても、買い取ってもら
うつもりがなければ、きっぱりと断ることが大切です。
買い取りを断っても業者に居座られたり、買い取りを強
く迫られて怖い思いをしたときには、警察に連絡してく
ださい。いったん業者に渡った貴金属を取り戻すことは
大変困難です。

紀宝警察署（☎３３－０１１０）

P o l i c e

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）

R e c y c l e

ワンポイント
環境衛生課までご連絡いただ
きましたら、ご自宅まで配布
させていただきます。

年末の交通安全県民運動
【実施期間】　12 月 11 日（日）～ 12 月 20 日（火）
【運動の重点】
　○子どもと高齢者の交通事故防止
　○全ての座席のシートベルトとチャイルド　
　　シートの正しい着用の徹底
　○飲酒運転の根絶

夕暮れ時、ちょっと早めのライト・オン運動
【実施期間】　10 月１日（土）～ 12 月 31 日（土）
【推進事項】
　○夕暮れ時の早めのライト点灯（自動車、二
　　輪車、自転車利用者）
　○反射材の着用推進（歩行者、自転車利用者）

ごみカレンダーの再配布について
台風 12 号の影響により、家屋が浸水し、ごみ

カレンダーを紛失された
世帯に対し、カレンダーの
再配布を行っています。ご
希望の方は、役場環境衛生
課までご連絡ください。

B o o k s

今月のおススメ

長谷川摂子 / 著　　未來社

「一寸先は闇ではなく光」
と仰った元永さんと詩人
の谷川さんのゴールデン
コンビが紡ぎだす光あふ
れる絵本。

今年 10 月にご逝去され
た日本を代表するモダン
アート作家であり、伊賀
上野出身の元永定正さん
の美しく不思議な本。

家
かきょう

郷のガラス絵　 
　出雲の子ども時代

今年 10 月ご逝去された
長谷川摂子さんの貧しく
も豊かだった子ども時代
の思い出などを綴ったす
てきなエッセイ。

長谷川摂子 / 文　小川忠博 / 写真
福音館書店

くっく くっく
元永定正 / 著　
福音館書店

ちんろろきしし
谷川俊太郎 / 文　元永定正 / 絵
文研出版

ココロのヒカリ

長谷川摂子さんならでは
の、とってもリズミカル
な文章に赤ちゃんもにっ
こり。楽しさいっぱいの
写真絵本。

◆年末年始の休館のお知らせ◆
　年末年始の休館日は、12 月 26 日（月）から
１月４日（水）までで、休館中の本の返却は、
玄関左横のブックポストをご利用ください。な
お、ブックポストに入りきらない場合は、恐れ
入りますがお持ち帰りくださいますようお願い
します。

鵜
殿
図
書
館

岸
司
書

今月のテーマは

「長谷川摂子さんと

　　元永定正さん」です♪

◆鵜殿図書館（☎３２ー４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利 用 時 間：午前９時３０分～午後６時
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

《今月のおはなし会》

スペシャルおはなし会　12 月 24 日（土）
０ 歳 児  ： 午 前 10 時 ～ 10 時 30 分
１ 歳 以 上  ： 午 前 11 時 ～ 11 時 30 分
３歳～小学生  ： 午 後 １ 時 30 分 ～ ３ 時
事前の申し込みは必要ありませんので、当日図書館
へお越しください。多数のご来場お待ちしています。

図書館だより

ご
み
博
士　
ツ
グ
ち
ゃ
ん

◆締め切り　
　12 月 15 日（木）必着
　※当選者は、来月号の
　このコーナーで。
■ 11 月号の正解
　①支援　②津波　③ 57　④粗大　⑤笑顔
■ 11 月号当選者
　（応募総数13通・正解者13人　賞品は「温州みかん」）
　福

ふ く だ

田美
み ち こ

知子さん（鮒田）、下
し も じ

地民
た み え

枝さん（成川）
　森

も り

　妙
た え こ

子さん（成川）
　岡

お か は な

鼻瑞
み ず え

江さん（鵜殿）
　木

き わ だ

和田久
ひ さ こ

子さん（鵜殿）
▶詳しくは、役場企画調整課
広報係（☎３３－０３３４）まで
お問い合わせください。

抽選で特産品が当たります！

Q u i z

koho@town.kiho.lg.jp

12 月号の当選者へは

マイヤーレモン

◆問題
①特集：後世へとつなぐ○○
②被災に関する各種○○等について
③○○○手当の新しい制度が始まります
④鵜殿図書館が○○科学大臣表彰受賞！
⑤ 2000km を渡るチョウ  ○○○マダラ

◆応募資格　紀宝町内に在住の方
◆応募方法　ハガキかメール（koho@town.kiho.lg.jp）
で、クイズの答え５問分（○の中に入る数字や文字）
と、住所、氏名、年齢、電話番号、町や「広報きほう」
についてのひと言を書いて、役場企画調整課広報係

（〒 519 － 5701 紀宝町鵜殿 324）まで応募してくださ
い。正解者の中から、抽選で５名の方に、右写真の「町
の特産品」をお贈りします。
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こんにちは 保健師 です！  No.70

今月のテーマ

今月は
峪中千尋保健師

　災害によって、心理的なストレスや環境の変化から、大人でもこころやからだの不調が現れることが
ありますが、特に子どもの場合は身体症状や日頃は見られない行動として、大人と違った形で現れるこ
とがあります。また、年齢によって現れ方が違います。

災害を体験した子どものストレスとケア

Health　December　Calendar

12 月の健康カレンダー

　エネルギー（１人分）：約 217kcal

　　  　　　　   塩分   ：約 1.6 ｇ　 

　   

今月のお料理

楽しく、おいしい　簡単料理 ♪　No.51

【材料（５皿分）】
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豚肉（薄切り） 150g
白菜 ５枚
人参 1 本
サラダ油 小さじ１
牛乳 100cc
クリームシチューのルウ ５皿分

シチューで温
まろう♪

【作り方】
①人参は半月切りか輪切りで、５㎜の厚さに切る。
②白菜は縦半分に切り、２㎝幅のそぎ切りにする。
③鍋に油を熱し、食べやすい大きさに切った肉を炒め、

①を加えて炒める。
④③に水を加え（水量はルウの箱の表示通り）、ひと煮立

ちしたら②を加えてさらに煮込み、ルウと牛乳を加え
たらできあがり。お好みでパセリを散らす。

ぽかぽか和風の

「白菜シチュー」
今月は、冬が旬の白菜を使った料理をご

紹介します。和風料理ではお馴染みの白菜
ですが、意外にもシチューにとても合います。

白菜は約 95％が水分で、カリウムやビタミ
ン C、食物繊維を含み、低エネルギーです。
また、加熱すると水分が出て、かさが減るので、
たくさん食べることができます。豚肉は、牛肉
や鶏肉に比べてビタミン B１が多く含まれてお
り、糖質の代謝を助ける働きがあります。冬
の野菜をたくさん食べて、ビタミンを補給し、
風邪などひかない丈夫な身体をつくりましょう！

12 月の休日当番医
日 病 院 名 内科・外科

４日 山 口 ク リ ニ ッ ク ☎（31）8052 外 科
11日 玉 置 整 形 外 科 ☎（22）6172 外 科
18日 井 畑 医 院 ☎（31）7029 内 科
23日 米 良 医 院 ☎（22）2710 内 科
25日 佐 野 内 科 ☎（28）3266 内 科
日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

年末年始救急当直医
日 病 院 名 内科・外科

12/30 米 良 ク リ ニ ッ ク ☎（21）7878 外 科
12/31 湊 口 医 院 ☎（31）6660 内 科
1/1 湊 口 ク リ ニ ッ ク ☎（21）3710 内 科
1/2 池 口 内 科 ☎（21）6678 内 科
1/3 生 駒 呼 吸 器 科 ☎（21）5955 外 科

子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）

日 内 容 と 開 催 時 間

20日 す く す く 育 児 相 談　（午前９時30分〜11時30分）

16日
のびのびキッズ広場　（午前 10 時〜 11 時 30 分）

※要予約：ご希望の方は、保健センターまで。

※持ち物：お茶　　　　参加費 ：子ども一人 50 円
※午前９時 30 分開放、午前 10 時までにお越しください。

日 会 場 と 開 催 時 間
７日 福祉センター（鵜殿） （ 午 前 10 時 〜 正 午 ）

※ 持ち物 ： エプロン、三角巾、水分補給のお茶
※ 要予約 ： 詳しくは、保健センター（☎３２－３７００）まで。

リフレッシュ教室（音楽療法と簡単な調理実習）

今月のテーマ

竹田歯科衛生士の歯の健康一口メモ    No.70

口の中を清潔にして肺炎予防

歯を大切に
　しようね♪

　被災によるストレスや、避難所生活での偏った
食事により、体重が減少し、口腔内も痩せて入れ
歯が合わなくなることがあります。
　合わない入れ歯を使っていると、食べカスや歯
垢が多く停滞してしまうだけでなく、歯ぐきや粘
膜を傷をつけたり、口内炎も起こしやすくなりま

す。また、「食べづらさ」による栄養低下や、「飲
みづらさ」による水分不足で、全身の状態が悪化
しやすい傾向があります。
　入れ歯が合わない方は、できるだけ速やかに、
歯科を受診し、入れ歯の調整や作成をしてもらう
ようにしましょう。

《子どもに現れやすいストレス反応》
 ● 寝付きが悪くなったり、何度も目を覚ましたり、

いやな夢をみたりする。
 ● 頭痛や脱力感があったり、吐き気などをもよおす

ことがある。
 ● 喘

ぜんそく

息や皮膚炎などのアレルギー症状がでたり、風
邪をひきやすくなることがある。

◆幼児期
あかちゃん返りが起こりやすくなります。
 ● 以前よりよく甘える
 ● お母さんから離れることができない
◆少年期
自分の気持ちをうまく表現することができません。
 ● イライラしたり無気力になる
 ● 引きこもったり以前に比べ粗暴になったりする
 ● どことなく元気がない、落ち着きがない
◆思春期
　この時期の子どもたちは大人に似た気持ちの変化を経
験します。ただ、その気持ちは、孤立、人間不信、落ち
込み、不登校、いじめられ、粗暴な行動、夜間外出、暴
走、非行など、この年代特有のかたちで表現されます。

　左記のような身体や心の変化は、決して驚くよう
な反応ではありません。正常な反応であり、ほとん
どの変化は時間とともに回復していきます。

《日常生活では、次のことを心がけましょう》
 ● なんらかの身体の不調は、医師に診せることが最

優先です。
 ● できるだけ一緒にいる時間を増やして、そばにい

てあげましょう。
 ● できるだけ生活リズムを崩さないようにしましょう。
 ● 子どもが話すことは、否定せずに聞いてあげま

しょう。ただし、話したくないときは無理に聞き
ださないようにしましょう。

 ● スキンシップを増やしましょう。

　こういった対応は、少なくとも２・３か月間か
ら半年間、また必要に応じてそれ以降も繰り返し
続けてください。症状が長引いたり、気になる症
状があるようでしたら、まず家族が、医療機関あ
るいは保健センター（☎３２－３７００）にご相
談ください。
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神 内小学校
01．一輪車演技（５・６年）。02．騎馬戦（全校児童）。
03．ダンス：ClapClap（全校児童）。04．全校リレー。
05．一輪車演技では、「がんばれ紀宝　水害に負けるな」
とメッセージを掲げ、被災者を励ましました。相 野谷小学校

01．ダンス“タマシイレボリューション”では「がんば
ろう相野谷　心はひとつ！」とメッセージを掲げ、みん
なの決意を表しました。（４・５・６年生）02．大玉ド
スコイ。（１・２・３年生）03．うず潮。（４・５・６年生）
04．応援にも力が入りました。05．一般競技では、顔を真っ
白にして、アメを取りました。06．徒競走。（３年生）

相 野谷保育所
01・05．おまつり忍者。02．かけっ
こ。03．笑顔があふれていました。
04．ハチマキ姿がとってもかわい
い、おまつり忍者。

01

0201

02

03

04

0506

01

02

03

04

05

03

04

05

　鵜殿地区で、紀宝町社会福祉協議会が運営する福祉
の店「アプローチ」のオープニングセレモニーが 11
月３日、同店で行われ、開店すると店内は大勢の地域
住民でにぎわいを見せました。
　ＪＡ三重南紀が運営していたＡコープ鵜殿店を同社
協が引き継ぎリニューアルしたもので、自立支援法就
労継続支援（Ｂ型）事業所として、障がい者を雇用
し、店内にはたまり場となるスペースを設置するなど
して、新たなスタートを切りました。

福 祉の店
 「アプローチ」がオープン !

Town topics

３
11

10
Town topics

30

01. 多くの人で賑
わ い を 見 せ る 店
内。02. 開 店 祝 い
のテープカット。

　紀宝町立鵜殿図書館はこのほど、「平成 23 年度子ども
の読書活動優秀実践図書館」として文部科学大臣表彰を受
けました。
　これは、開館直後から続いている絵本の読み聞かせや、
近隣市町に先駆けて始めたブックスタート、ボランティア
の養成講座などの子どもの読書推進活動が評価され、今回
の表彰となりました。
　同館は、近年では福祉関係部局との連携も深め、子育て
支援に関係する各種行事にも積極的に取り組んでいます。

鵜 殿図書館が
　  文部科学大臣表彰受賞 !

子どもの読書推進活動をされている鵜殿図書館のみなさん

まちのわだい
TOWN TOPICS IN KIHO

01

02

運動会
　神内小学校と相野谷小学校、相野谷保育所は 10 月
30 日、台風 12 号の影響により約１か月延期していた
運動会を開催しました。途中から雨に見舞われ、予定を
変更しながらの開催となりましたが、児童たちは雨にも
負けず、元気いっぱいに競技などを披露しました。

Sports Festival
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習
う
人
　
教
え
る
人

脇
川
　
嘉
之  

さ
ん
（
鵜
殿
）

　

１
月
は
井
田
の
山や

ま
だ田
十じ

ゅ
う
じ司
さ
ん
で
す
。

脇
川
さ
ん
か
ら
は
、「
民
生
委
員
会
長

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。」

P R O F I L E

わきかわ　よしゆき さん　

ビデオカメラが趣味で、お孫さん
の DVD を 100 本以上撮りためて
いるという脇川さん。「孫の動画
は、10 年後、100 年後へメッセー
ジのつもりで撮っています♪」と
話していました。

　

昭
和
35
年
。
紀
州
製
紙
に
入
社
し

た
の
は
19
歳
に
な
る
春
３
月
で
し
た
。

　

就
職
し
て
何
が
恐
怖
か
と
い
う

と
、
職
場
の
忘
年
会
で
、
当
時
は
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
は
な
い
の
で
「
手
拍
子

よ
ろ
し
く
！
は
い
お
次
の
番
だ
よ
」

と
回
っ
て
く
る
歌
で
し
た
。
幼
少
よ

り
音
痴
の
嘉
之
で
通
っ
て
た
も
の
で

す
か
ら
、「
い
や
」
と
逃
げ
回
っ
て

も
怖
い
先
輩
に
に
ら
ま
れ
て
し
ま

い
、
辛
い
思
い
で
歌
い
ま
し
た
。
他

人
は
笑
っ
て
済
ま
せ
る
こ
と
で
も
、

私
は
真
剣
で
、
会
社
を
辞
め
た
い
と

も
考
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
辛
い
思
い
の
３
回
目
の
忘

年
会
で
、
あ
る
同
僚
が
歌
の
代
わ
り

に
安
来
節
（
ど
じ
ょ
う
す
く
い
）
を

踊
っ
た
の
を
見
て
、「
こ
れ
や
！
こ
れ

で
歌
わ
な
く
て
済
む
！
」
と
な
り
ふ

り
構
わ
ず
習
い
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

歌
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
は
い
え
、

踊
り
も
緊
張
の
極
み
で
、
涙
あ
り
笑

い
あ
り
の
連
続
で
し
た
。
み
な
さ

ん
は
踊
り
の
師
匠
と
い
え
ば
女
の

人
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
が
、

私
の
場
合
は
水
戸
黄
門
役
の
西
村

晃
さ
ん
に
よ
く
似
た
男
の
先
生
で

し
た
。
歌
舞
伎
舞
踊
を
修
行
さ
れ
た

岡
山
県
出
身
の
方
で
、
私
も
欲
が
出

て
安
来
節
か
ら
長
唄
舞
踊
へ
と
か

わ
り
、
先
生
か
ら
厳
し
く
仕
込
ま

れ
ま
し
た
。
縄
跳
び
、
う
さ
ぎ
跳

び
、
石
段
あ
が
り
と
体
力
つ
く
り
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
振
り
返
っ

て
も
そ
の
技
量
は
武
道
で
言
え
ば
、

初
段
程
度
の
も
の
で
し
ょ
う
。

　

厳
し
く
も
楽
し
い
稽
古
の
合
間
で

た
ま
に
先
生
と
飲
む
お
酒
。
こ
こ
で

夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
舞
踊
談
義
、

人
生
談
義
を
と
く
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

会
話
は
、「
わ
し
は
、
弟
子
に
踊
り
の

順
序
を
教
え
る
が
、
表
現
は
習
う
人

そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
も
っ
て
表
現
し
、

そ
の
中
で
、
わ
し
よ
り
も
上
手
な
表

現
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
習
う
。
お
互
い

に
勉
強
で
あ
る
」
と
。「
他
人
に
も
の

を
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
を

教
え
る
こ
と
な
の
か
」
と
未
だ
に
こ

の
心
構
え
を
忘
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
妻
に
先
立
た
れ
、
一

人
暮
ら
し
で
す
が
、
４
人
の
孫
に
追

わ
れ
、
文
句
の
言
わ
な
い
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
と
格
闘
中
で
す
。
そ
れ
と
昨
年

末
ま
で
５
年
半
の
間
、
民
生
委
員
の

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
基
本
的
に
人
な
か
が
苦
手
な
私

に
は
、
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ペンリレー
Penre lay  No .70

若い衆登場

橋は

し

づ

め詰
　
更さ

ら

さ紗  
さ
ん
（
鵜
殿
・
23
歳
）

災
害
時
、
地
域
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
ま
し
た

◆
お
仕
事
は
？

　

新
宮
信
用
金
庫
緑
ヶ
丘
支
店
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
働
き
出
し
て
８
か
月
な

の
で
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
早
く
先
輩
の
よ
う
に
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

◆
趣
味
は
？

　

ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
す
。
こ
の
あ

た
り
は
海
が
き
れ
い
な
の
で
、
海
を

見
な
が
ら
海
岸
線
を
走
る
の
が
好
き

で
す
ね
。

◆
旅
に
行
く
と
し
た
ら

　

グ
ア
ム
と
か
海
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ

に
行
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
魚
と
か

サ
ン
ゴ
を
見
た
い
の
で
、
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
が
し
た
い
で
す
。

◆
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
で
、
自
分
ま
で
明
る
く

し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
元
気
な
人
が
好

き
で
す
。

◆
夢
は
？

　

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
と
り
た
い
で
す
。

◆
町
の
好
き
な
と
こ
ろ

　

台
風
で
断
水
し
た
時
に
、
近
所
の
人

た
ち
が
水
を
分
け
あ
っ
て
助
け
合
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
や
さ
し
い
地
域

で
あ
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

Young  No .70

はしゃぎっ子
Kid s  No .70

ペンリレー・はしゃぎっ子・若い衆

仙
せ ん ば

波 大
や ま と

和くん（井田）

満３歳の誕生日を迎える子ども（平成 21 年２・３月生まれ）を募集しています。ご希望の方は、広報係（☎ 33－０３３４）までご連絡ください。申込期限は１２月 28日（水）まで。

宇
う し ろ

城 龍
り ゅ う の す け

之介くん（鮒田）

平 成 2 0 年 1 2 月 1 8 日 生 ま れ
充 洋 さ ん ＆ 千 春 さ ん の 長 男

古
ふ る か わ

川 璃
り く ま

玖磨くん（鵜殿）

平 成 2 0 年 1 2 月 2 5 日 生 ま れ
哲 也 さ ん ＆ 麻 里 さ ん の 長 男

平 成 2 0 年 1 2 月 2 4 日 生 ま れ
卓男さん＆あゆみさんの長男

歌と仮面ライダーが大好きな龍之介。大
きな声でいろんな歌を歌ってくれます。
十八番は初代仮面ライダーのテーマソン
グ‼これからもいっぱい歌って聞かせて
ね♪お姉ちゃんと仲良く、元気で思いや
りのある子に育ってね。…お母さんから

こんにちは、りくまデス。まだ保育所に
行っていないので、毎日公園に行った
り、大好きなトーマスやカーズのおも
ちゃで遊んでいます。お姉ちゃんと毎日
のようにケンカするけど、いつまでも仲
良く、元気に育ってね。…お母さんから

こんにちは、大和です。今はまっている
のは、保育園で覚えた歌を家族の前で披
露することです。ちょっと音程が外れて
いて歌詞も違うような？（笑）良いムー
ドメーカーです。これからも弟を仲良く
遊んであげてね。…お母さんから
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お知らせ

メール便

mail information

12月号

主な電話番号 － telephone －

町の人口 － population －

平成23年10月末現在（前月比)
人口 １２, ０４５（－28 )

男 ５, ６６８（－17 )
女 ６, ３７７（－11 )

世帯 ５, ４５３（－10 )

◆
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と
は
？

　

国
税
庁
が
運
営
す
る
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
の
通

称
で
す
。
所
得
税
・
法
人
税
・

消
費
税
と
い
っ
た
国
税
の
申

告
、
納
税
、
お
よ
び
青
色
申
告

の
承
認
申
請
な
ど
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
原
則
「
電
子
証
明

書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
向
け
の
電
子
証
明
書

は
、地
方
公
共
団
体
に
よ
る「
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
に
て

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
票

の
あ
る
市
区
町
村
の
窓
口
で
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
を
入
手
し
、
申
請
書

等
を
提
出
し
て
電
子
証
明
書
の

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
発

行
手
数
料
は
住
基
カ
ー
ド
、
電

子
証
明
書
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
５

０
０
円
が
必
要
で
す
。）

◆
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証

明
書
の
取
得
は
お
早
め
に
！

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
申
請
い
た

だ
い
た
そ
の
日
に
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
お
手
元
に
届
く
ま
で
に

約
２
～
３
週
間
か
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
確
定
申
告
時
期
は
、

発
行
す
る
ま
で
に
３
週
間
以
上

か
か
る
場
合
が
あ
り
、
確
定
申

告
期
限
ま
で
に
発
行
で
き
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
住
基

カ
ー
ド
な
ど
の
取
得
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民

課
（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
も
十
分
確
保
し
て
お
く
た

め
、
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。（
４
０
０
㎖
の
献
血
は
、

男
女
と
も
に
体
重
50
㎏
以
上
の

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。）

実
施
日　

12
月
6
日
㈫

場
所
・
時
間

　

紀
宝
警
察
署　

午
前
９
時
か

ら
10
時
、
紀
宝
町
役
場　

午
前

10
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

（
受
け
付
け
は
鵜
殿
体
育
館
。

昼
休
憩
は
正
午
か
ら
午
後
１
時
）

▼
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
―
３
７
０
０
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
勤
務
開
始
日
な
ど
詳
し
く

は
、
町
教
育
委
員
会
（
☎
33
―

０
３
４
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

17
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康

な
あ
な
た
の
ご
協
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
65
歳

以
上
の
方
は
、
60
～
64
歳
ま
で

に
一
度
献
血
し
た
こ
と
が
あ
る

方
の
み
と
な
り
ま
す
。）

　

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ

と
も
長
い
期
間
保
存
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

輸
血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

献

血

に

ご
協
力
く
だ
さ
い

今月の
  ニャンコ
     “ティガー”

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役 場 住 民 課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
宝 寿 園 （21）0 9 0 3
亀 楽 苑 （32）1 0 5 5
防災行政無線（フリーダイヤル）

０１２０－３３４－１１９
おかけ間違えのないように！

　

熊
野
保
健
福
祉
事
務
所
は
、

こ
こ
ろ
に
悩
み
を
も
つ
人
自

身
、
お
よ
び
こ
こ
ろ
の
病
気
が

疑
わ
れ
る
本
人
に
自
覚
が
な
い

た
め
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
家

族
な
ど
を
支
援
す
る
目
的
で
、

次
の
と
お
り
精
神
科
医
師
に
よ

る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
㈯

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場
所　

役
場
１
階
相
談
室

内
容　

熊
野
病
院　

福
田
衆
一

院
長
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
」（
無
料
）

対
象
者　

こ
こ
ろ
に
悩
み
を
も

つ
人
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

申
込
方
法　

熊
野
保
健
福
祉
事

務
所
へ
、
平
成
24
年
１
月
６
日

㈮
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

▼
詳
し
く
は
、
熊
野
保
健
福
祉

事
務
所
（
☎
０
５
９
７
―
89
―

６
１
１
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
１
日
発
行
予
定
の
議
会

だ
よ
り
（
９
月
定
例
会
の
内

容
）
は
、
台
風
12
号
の
影
響
に

よ
り
発
行
を
延
期
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
次
回
の
議
会
だ
よ

り
で
、
９
月
と
12
月
の
定
例
会

の
内
容
を
合
わ
せ
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
定
例
会
の
様
子

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中

継
（
録
画
）
で
ご
覧
い
た
だ
け

年
金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る

付
加
保
険
料

○
付
加
保
険
料
と
は

　

平
成
23
年
度
の
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
は
、
40
年
間

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満

額
で
７
８
８
，
９
０
０
円
で

す
が
、
老
後
に
よ
り
多
く
の

年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て

い
る
方
の
た
め
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を

納
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
定
額
保
険
料
と
あ

わ
せ
て
月
額
１
５
，
４
２
０

円
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
付

す
る
こ
と
で
、
付
加
年
金
が

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ

れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
付
加
年
金
の
額
は（
支
給
額
）

　
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

の
納
付
月
数
」
で
計
算
さ
れ
、

年
金
を
２
年
以
上
受
給
す
る

と
、
支
払
っ
た
付
加
保
険
料

以
上
の
付
加
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
住
民
課

国
民
年
金
係
（
☎
33
―
０
３

３
７)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

12
月
の
尾
鷲
社
会
保
険
事

務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金
相

談
は
、
12
月
21
日
㈬
午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、
役

場
２
階
大
会
議
室
で
行
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
視
聴
方
法

①
紀
宝
町
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ

ト
を
開
く
→
②
町
議
会
情
報
を

ク
リ
ッ
ク
→
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
議
会
中
継
を
ク
リ
ッ
ク

▼
詳
し
く
は
、議
会
事
務
局（
☎

33
―
０
３
４
２
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
63
回
人
権
週
間

12
月
４
日
㈰
～
10
日
㈯
　

　

隣
近
所
の
も
め
ご
と
、
家
庭

内
の
問
題
（
夫
婦
、
親
子
、
相

続
等
）、
い
じ
め
や
体
罰
、
職

場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
等
で
お
悩
み

の
方
は
、
人
権
擁
護
委
員
、
ま

た
は
相
談
所
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

　

人
権
に
配
慮
し
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う　

な
ど
…

人
権
擁
護
委
員

・
前ま

え
じ地　

幸ゆ
き
ひ
さ久
さ
ん
（
井
田
）

・
大お

お
お
か岡　

春は
る
お雄
さ
ん
（
鵜
殿
）

・
奥お

く
じ地　

義よ
し
ろ
う郎

さ
ん
（
成
川
）

・
寺て

ら
も
と本　

紀き

み

よ
美
代
さ
ん
（
鵜
殿
）

・
有う

し
ろ城　

安や
す
こ子
さ
ん
（
井
内
）

▼
詳
し
く
は
、
津
地
方
法
務
局

熊
野
支
局
（
☎
０
５
９
７
―
85

―
２
３
１
０
）
ま
た
は
、
役
場

福
祉
課
（
☎
33
―
０
３
３
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

紀
宝
町
教
育
委
員
会
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
支
援
を

行
う
「
学
校
特
別
支
援
要
員
」

（
非
常
勤
職
員
）
１
名
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

看
護
師
の
免
許
取

得
者

勤
務
校　

紀
宝
町
内
の
小
学
校

勤
務
時
間　

月
～
金
の
学
校
の

授
業
の
あ
る
日
の
６
時
間
程
度

（
た
だ
し
、
春
、
夏
、
冬
季
の

休
業
中
は
勤
務
を
要
し
な
い
）

勤
務
待
遇　

紀
宝
町
非
常
勤
職

員
取
扱
要
綱
に
準
拠

　

平
成
24
年
成
人
式
を
、
１
月

２
日
㈪
午
前
10
時
30
分
か
ら
紀

宝
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
な

び
の
郷
で
行
い
ま
す
。

　

新
成
人
と
し
て
、
人
生
の
一

歩
を
踏
み
出
す
方
は
、
平
成
３

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。
該

当
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
案
内
の

届
い
て
い
な
い
方
は
、
ま
な
び

の
郷
（
☎
32
―
０
２
４
１
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://www.pfi-kiho.jp/

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

の
開
催
に
つ
い
て

「
議
会
だ
よ
り
」
発

行
延
期
の
お
知
ら
せ

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

学
校
特
別
支
援
要

員
を
募
集
し
ま
す

新
成
人
を
迎
え
る
方

へ
の
お
知
ら
せ

広報きほう
大きさ １枠　縦 45mm ×横 86mm

掲載料
１枠につき月額で、
　   町内事業者　  7,000 円
   　町外事業者　10,000 円

町では、「広報きほう」のこの位置に有料広告を掲載しています。
ぜひ、みなさんの会社やお店の宣伝にご活用ください。

詳しくは、

紀宝町役場企画調整課
☎３３ー０３３４まで
お問い合わせください。

広報きほうへ

広告を掲載しませんか？
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今
回
の
珍
百
景
は
、
は
る
ば
る
海
を
越
え
て
、
紀
宝
町
へ

も
飛
来
す
る
「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
、
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ

亜
科
に
属
し
、
前
羽
が
４
～
６
㎝
ほ
ど
で
、
羽
を
広
げ
る

と
10
㎝
前
後
あ
る
大
き
な
チ
ョ
ウ
で
す
。
ま
た
、
そ
の
最

大
の
特
徴
は
、
春
に
は
北
上
し
、
秋
に
は
南
下
を
繰
り
返

す
「
渡
り
」
を
す
る
こ
と
で
す
。
過
去
に
は
、山
形
県
で
マ
ー

キ
ン
グ
し
た
チ
ョ
ウ
が
与
那
国
島
の
山
頂
で
見
つ
か
っ
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
距
離
は
、
直
線
距
離

に
し
て
な
ん
と
、
２
２
４
６
㎞
。

　

チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
詳
し
い
、
成
川
地
区
の
山や

ま
ぐ
ち口

和か
ず
ひ
ろ洋

さ
ん

に
お
話
を
伺
う
と
、
紀
伊
半
島
で
は
、
10
月
中
旬
か
ら
11
月

に
か
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
紀
宝
町
で
は
、
桐
原
か
ら
浅

里
地
区
に
か
け
て
の
林
道
や
、
井
田
の
ハ
セ
デ
池
周
辺
で
よ

く
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
紀
伊
半
島
周
辺
の
移

動
ル
ー
ト
は
左
地
図
の
と
お
り
で
、
和
歌
山
県
御
坊
市
の
西

山
地
区
で
特
に
多
く
、
１
日
で
５
０
０
頭
も
確
認
さ
れ
る
時
が

あ
る
そ
う
で
す
。
西
山
に
い
っ
た
ん
集
結
し
、
そ
こ
か
ら
四
国

地
方
や
南
の
海
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
く
も
の
が
多
い
と
か
。

　

現
在
で
も
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
な
ぜ
「
渡
り
」
を
す
る
の

か
な
ど
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
謎
め
い
た
と
こ
ろ
に
、
と
て
も
浪

漫
を
感
じ
ま
す
ね
。

浪漫を乗せて
2000km を渡るチョウ

アサギマダラ

紀宝の  　 百景
見ぃつけた！　その 23

珍

和歌山県御坊市の西山地区には
多くのアサギマダラが集結する。
１日で 500 頭も見られる時も。

アサギマダラの紀伊半島周辺の

移動ルート

▲

●

▲

紀ノ川

拓植

櫛田川

藤坂峠

御坊市
西山

札立峠

横垣峠

▲

▲

▲

▲

▲

写真提供：山口和洋さん
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  自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
ひ
と
り
ご
と

特
集
を
組
ん
で
、
学
ん
だ
こ
と

　

今
月
号
で
は
、「
後
世
へ
と
つ
な
ぐ
記
録
」
と
し
て
、
台
風
12
号

の
特
集
記
事
を
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
の
大
災
害
を
、
台
風
の
詳
細

や
災
害
時
の
写
真
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
経

験
談
を
交
え
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
記
録
に
残
さ
な
け
れ

ば
と
思
い
作
成
し
ま
し
た
。
経
験
し
た
こ
と
を
教
訓
と
し
、
風
化

さ
せ
ず
後
世
へ
と
伝
え
、
今
後
の
防
災
意
識
の
向
上
や
、
防
災
対

策
に
活い

か
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
し
た
な
か
で
、
感
じ
た
こ
と
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
、地
域
力
の
大
切
さ
で
す
。浅
里
地
区
や
大
里
地
区
な
ど
、

み
な
さ
ん
隣
近
所
に
と
て
も
精
通
し
て
い
て
、
地
域
が
一
体
と
な

り
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
地
域

力
は
す
ご
く
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
よ
う
な
災
害
が
発
生

し
た
時
に
、
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
人
の
優
し
さ
で
す
。
今
回
紀
宝
町
に
は
、
数
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
助
け
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
助
け
て

も
ら
っ
た
人
た
ち
は
、
み
ん
な
口
を
そ
ろ
え
て
、
感
謝
・
感
激
の
気

持
ち
を
話
さ
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
か
ら
は
る
ば
る
災
害
直
後
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
学
生
の
み
な
さ
ん
が
い
て
、
こ
う
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
災
害
に
あ
っ
た
と
き
、
１
番
つ
ら
い
の
は
被
災
直
後
な

ん
で
す
。
震
災
直
後
の
つ
ら
い
時
、
僕
た
ち
は
助
け
ら
れ
て
、
涙
が

出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
僕
た
ち
も
す
ぐ
に
助
け
に
き

ま
し
た
」。
僕
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
感

動
す
る
話
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
耳
に
し
ま
す
。

　

災
害
が
起
こ
り
、
つ
ら
い
気
持
ち
の
中
で
、
人
の
優
し
さ
と
地

域
の
温
も
り
に
触
れ
、
人
は
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
け

る
も
の
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
支
え
合
う
共
助
の
精
神
で
い
れ
ば
、
紀
宝

町
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
に
、
明
る
く
楽
し
い
未
来
が
待
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。　
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